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′ま  し  が  き

八尾市は古来より難波と大和を結ぶ交通の要所 として古い歴史 と伝統 をもっ

ており、近世以後は商都渋阪の近郊にあって、高い文化を誇 った町であります。

このようなことから埋蔵文化財 も至 って多 く、その包蔵地は市域の半分以上を

占めています。

そこで、本市におきましても文化財調査体制の整備を計 り、鋭意発掘調査に

取組んでおり、伝統ある文化財の保全と創造的な文化財行政の推進を目標 とし

て、よリー層邁進 してゅく所存であります。

本書はこの一年間の埋蔵文化財発据調査の成果 をまとめたものです。 これら

の成果が広 く考吉学や地域史の研究に活用されることを希望 します。

なお、調査に御協力いただいた事業主体者をはじめ、関係者各位に深 く感謝

の意を表 します。

昭和 63年 3月

八 尾 市教 育委 員 会

教 育 長  西  谷  信  次



例      言

1.本書は、八尾市教育委員会が昭和62年度国庫補助事業として実施した八尾市内遺跡の発掘

.調
査報告きである。

2.発掘調査は八尾市教育委員会文化財室 (室長事務取扱 山中孝― )が実施した。調査は米

田敏幸、嶋村友子 (嘱詫 )が担当した。
・     l ti   Ⅲ      Ⅲ

3.本書には昭和62年度に実施した埋蔵文化財調査 (第12表 )の うち、 6遺跡ゞ10調査地の報 |

告を界録し
,。   ,―   : .  ,  | ●

4.調査に際しては桂和美、川上京子、杉本尚子、中野龍介、西森忠幸、藤田義成、八元聡志、

横山妙子の参加を得た。

5,本書の執筆は米日、嶋村が行なった。また、石材の鑑定を八尾市立刑部小学校奥田尚氏に

依頼し、三稿を寄せていただいた。編集は嶋村が行なった。

6.本調査期間期間中には、下記の諸氏の御教授、御協力を得た。記して感謝の意を表する。

(敬称略 )

坪之内徹 (奈良女子大 )、 福田英人 (大阪府教育委員会 )、 奥田 尚 (八尾市立刑部小学

校 )、 (財 )八 尾市文化財調査研究会、八尾市立歴史民俗資料館

九     例

1.本書で用いた方位は座標】とを指す。

2,本書で用いた高さの基準は東京湾の平均海面である。

3.遺物観察表における遺物の色調は小山正忠・竹林秀雄「新版標準土色帳 」(1976)に従っ

て記述した。また、砂粒の大きさは径 0.5脚未満を小、径 0.5鰤以上 2鰤未満を中、径 2

脚以上を大として記述した。
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1.東 郷遺跡 (87-045)の 調査

調 査 地  八尾市光町 1丁目29

調査期間  昭和 62年 5月 12日

1.調査概要

本調査は共同住宅建erc併 って実施し遼 構確認調査であれ 本調査地の南方では近鉄八尾駅前

の開発に伴い八尾市扱育委員会 。旬)八尾市文化財調査研究会が発掘調査を実施しており、古

墳時代初頭・古墳時代後期・中世の集落跡が検出されている。本調査は建物部分内に 2ケ所の

グリッドを設定しt機械及び人力掘削によって行った。盛土・ 攪乱層の下には黒灰色シル ト・

緑灰色シル ト
i声押色粘土が堆積し

!西
グリッドではその下層に茶裾色粘土・ 灰色シル トがみ

られ、東グリ,ノ ドでは黄裾色ンル ド混じり粘土・褐灰色粗砂がみられた。遺物はいずれの層か

らも出土しなかった。

2。 ま と め

本調査地では遺構・遺物は検出されなかった。本調査地の南方 100mの地点の第17次 。第21

次調査では古墳時代初頭 (庄内式古相)の方形周溝墓が検出されており (註 1)、 基域であっ

たことがうかがわれるが、本調査地までは連続していないことが確認された。鶴 村)

註

1.の 八尾市文化財調査研究会「八尾市埋蔵文化財発掘調査概要 昭和59年度 」(1985)

司
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一一
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里
再

匿
犀

第 2図
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2.東郷遺跡 (86-531)の 調査

調 査 地  八尾市本町 5丁 目5

調査期間  昭和 62年 5月 18日

1.調査概要

本調査はマンショ窮 築に伴ぅ域 施し越 構確認調査である。調査地は八尾地蔵で名高い常光

寺の北西側隣接地である。また、常光寺の東方にある八尾神社付近を中心とする地域には天正

11年 (1583)廃城となった八尾城があったものと推定されている (註 1)。

調 査 は 当初 、 建 物部分内に2m× 2mの トレンチを設定し、重機と人力によって現地表よ

り1.6mま で掘削し、調査を行った。調査の結果、微量の遺物が出上したが、遺物の量が少なく、

磨滅していたため、重機による掘削で トレンチを延長し、土層断面を観察するにとどまった。

土層の堆積は第 7図のとおりである。まず、10～95翻の厚さで攪乱・盛土層があり、 その下

層には第 2層オリープ灰色ンル ト、第 3層灰緑色粘質シル トが水平に推積している。以下、第

5層オリーブ灰色シル ト、第 7層 男灰色粘土、第 8層オリーブ灰色砂礫、第 9層暗灰色粘土、

第10層黄灰色砂際 というように砂礫層の中に粘土層がブロック状に堆積しており、旧河道であ

籍
輛臨)    100m許

第 5図 調査地周辺図 (4/5000)
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ったことがうかがわれる。遺物は第 3層から少量出上し

ており、 トレンチの南端では第 508層上面で土坑また

は濤と考えられる遺構が確認された。

遺構の東西は調査区外に続くため全体は不明であるが、

南北は 1.8mを測る。埋土は緑灰色シル トである。

遺構出土遺物は羽釜 (1～3)。 平瓦 (4・ 5)・ 疼 (6)

がみられる。平瓦はハナレ砂を使用しており、また、羽

釜の形態か らこれ らは 14～ 15世紀のものであると考え

られる。また。煮沸用である羽釜は別として平瓦(5)。

嬉(6)は二次焼成を受けていることから火災にあったも

のであると思われる。

また、第 3層出土遺物は羽釜 (7)・ 招鉢 (8)・ 美濃焼

か瀬戸焼の菫 (9)。 青磁か伊万里焼の碗(10)・ 軒平瓦(11)

丸瓦 (12)・ 平瓦 (13・ 14)がみられる。羽釜 (7)はその形

態から14～ 15世紀のもので、壷(9)は江戸時代のもので

あろう。また、碗 (10)は 14世紀の輸入品か、もしくは

江戸時代に作られた輸入品を模倣した伊万里焼であろう。

また、軒丸再(11)は 巴文である。文様の全体は不明であるが、巴の尾の先で圏線を形成してお

り、ハナレ砂は使用されていない。おそらく室町時代のものであろう。平瓦 (13・ 14)は いず

もハナレ砂を用いており、中世のものと思われる。

0               1o m

第 6図 調査区位置図 (4/400)

】ヒ

TP7.5m

南
TP7.5m

1 攪乱・盛土
2 オリープ灰色シル ト
3 灰緑色粘質シル ト
4 緑灰色シル ト
5 オリーブ灰色 シルト
6 暗緑灰色粘質シル ト
7 駆 色粘土
8 オリーブ灰色砂礫
9 暗灰色粘土
10 黄灰色砂礫

0         2m

日
Ｈ

日

田

日

Ｈ

勘
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第 7図 土層断面図 (1/80)
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第 8図 遺構出土土器 (1/4)・ 瓦 (1/3)

2.ま  と め

本調査地から14～ 15L4Eの濤ないし土坑と考えられる遺構が検出された。遺構内からは火

災にあったと考えられる羽釜・平瓦が出土した。第 3層は江戸時代の壷を含むものの、その他

の出土遺物は主として 14～ 15世紀の羽釜 。招鉢・軒丸瓦・ 丸尻・平瓦であった。

前述のように本調査地は常光寺の西側に隣接し、また、「八尾城址図」 G:2)に常光寺の

東側に隣接して八尾城が描かれていることから、この周辺は中世の八尾城があつたと推定され

ている。常光寺縁起 (註 3)には八尾城は延元 2年 (1337)10月 南朝方の高木遠盛等が勝

せ、城内の堂舎、仏閣、天蔵、役所等を焼き払つたため常光寺の一切の堂舎が焼失したので、

その後、元中 2年 (1385)又五郎夫藤原盛継がその復興に着手したということが記されている。

本調査地では火災にあったと考えられる 14～ 15世紀の遺物が出上しているが,以上のよう

な火災に関する記事の存在から、本調査地で検出された遺構・遺物は延元 2年(1337)の南】ヒ朝

の戦乱で焼き払われた常光寺の堂舎に関連するものであろうと考えられる。

fま た、中世八尾城は常光寺付近の西郷にあったと言う説の他に、本調査の約 2 Km東南の八尾

- 7 -
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第9図 遺構外出土土器 (1/4)・ 瓦

- 8 -

(1/3)

100阿



座付近にあったという説がある (註 4)。 八尾城八尾座説は八尾座の小字「城ケ後」の存在を

根拠とするものであるが、また、辻村輝彦氏は「城ケ後」をはじめ「城ケ橋」「出口」「中測

「津官」「弓場」「馬場」の小字が存在すること、「土屋宗直軍忠状」 (建武 4年 1337)に み

られる「今月十六日同凶徒等寄来之間馳向五条河原抽忠」という五条河原が八尾座の南方 200

～ 300mに位置する老原の五条宮跡と古くから称される五条宮跡廃寺付近であつたと推定して

おり、また、「常光寺縁起」の地蔵の新堂の移転等の記事から、延元年間の南北朝の合戦で常

光寺が焼失したことについては否定している。

しかし、本調査によって「常光寺縁起 」に記載された火災が実際におこったことが遺物の痕

跡から推定されたことからも「八尾城址図 」に描かれたとおり中世八尾城は常光寺の近隣の西

郷に存在したものと考えられる。(嶋村)

棚橋利光『 八尾城址図』「八尾市史 」文化財編 (1977)

註 1と同じ

沢井浩三「八尾市史 」(195り

辻村輝彦「 中世八尾城の所在について―八尾城西郷説批判―」八尾市史紀要第 7号 (1980)

註
　
１
．

２
．

３
．

４
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3.矢作遺跡 (86-506・ 87-404)の調査

調 査 地  八尾市南本町 6丁目10

調査期間  昭和 62年 6月 4日・ 昭和 63年 1月 7日 ヽ9日

1.調査概要

本調査は矢作神社の擁壁設置 。拝殿 。社務所建て替えに伴って実施した発掘調査である。矢

作神社は経津主命を祭る式内社である。またL境内からは三角縁神獣鏡 (註 1)と 軒丸瓦(註 2

第12図 )の出上が伝えられている。矢作神社の西側には南北に細長く自然堤防が発達し、こ

の自然堤防上には八尾街道 (現在府道八尾道切寺線 )と 呼ばれる古道が南北に走る。この街道

沿いには古くから集落が形成され、失作神社はこの街道に西面する。この街道が立地する自然

堤防は自然河川の上砂堆積に起因するものと思われるが、昭和46年に本調査地の北方 1.2 Kmの

東本町 2丁 目にある光明寺の裏で水道管敷設工事中、粗砂層から奈良時代の墨善人面上器が出

上した (註 3)こ とより、この河川は奈良時代に流れていたもので、街道は奈良時代以降でき

たものであると考えられる。以下、 トレンチ別に報告を行う。

■

迭

Ｐ

‐

ロ

可
十
引
１
１
１
１

薩

願
第 10図 調査地周辺図 (1/50oo)
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西 トレンチ 東 トレンチ

0      10m

第 11図 調査区位置図 (1/400)

凡例

‐  調査区

拝殿 トレンチ

本殿・ 拝殿の立地する場所は現在、自然堤防の

上を走る八尾街道とはば同じ高さに整地されてお

り、本殿の東allの 水田との比高差は約 lmを測る。

今回、掘削工事を行ったのは本殿の東側と西側の

拝殿建築部分であるが、発掘調査を行ったところ

第13図のような土層の堆積状況が確認された。第

1層は暗灰茶色砂質上で、この下には第 2層灰茶

色砂質土、第3層茶灰色礫混じり砂質上、第5層乳褐

色粗砂、第7層暗茶灰色粘質土、第8層黄灰色細砂、 第 12図 失作神社境内採集瓦(1/3)

第 9層暗茶灰色粘質土、第10層黄灰色細砂、第11層茶灰色細砂が堆積する。第 203層の上面

は序々に西側が低くなっており、本殿・拝殿のあった場所は参道よりも一段高いマウンドであ

ったことがわかる。また、第 7層以下は粘質土と砂質上が互層に堆積している。

遺物は第 2層以下で出上した。特に、第 2・ 3層に多量の遺物を含んでいた。 1・ 2・ 3は

第 2層以下で出上した。 1は備前焼の招鉢である。 14～ 15世紀のものである。 2・ 3は平瓦

109″

―- 13 -―



1

2
3

4
5

6

7
8
9
Ю

11

暗灰茶色砂質土
灰茶色砂質土
茶灰色礫混じり砂質土

盗籍笹亀霧
混じり砂質土

茶色砂質土

暗茶灰色粘質土
黄灰色細砂
暗茶灰色粘質土
黄灰色細砂
茶灰色細砂

拝殿 トレンチ南壁土層断面図

西 トレンチ西壁土層断面図

東 トレンテ北壁土層断面図

第 13図 土層断面図 (1/40)
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0                  10勁

第 14図 拝殿 トレンチ出土瓦 (1/3)° 土器 (1/4)

である。 2はハナレ砂を用いていることから中世のものであろう。 3は凸面に縄ロタタキが施

されていることから、奈良時代から平安時代のものであろう。また、この他にもハナレ砂を用

いた平瓦数片、丸瓦 1片・須恵器長頸壺と思ゎれる体部破片が 1片出上した。

西 ドレンチ

現社務所の北偵Jの トレンチである。現地表下 70翻 (T.P.9,4m)付近の籍 。4層で瓦片等

の集積が トレンチー面に検出された。この集積の厚さは約40物を測り、第 6層上面まで続いて

いた。なお、第 6層からは遺物は出土しなかった。

第 1層は機械掘削したため遺物の有無は不男であるが、第 3・ 4層からコンテナ2箱の遺物

が出上した。湊焼の甕(4X軒平瓦(5k懸 瓦(6k平瓦(7)の他多量の平瓦・丸瓦が出上した。 4は

17世紀後半のものである。おそらく甕棺として使用されたものであろう。 5・ 6は 室町時代の

もので、 7は近世初頭のものであろう。

東 トレンチ

拝殿の北東部、経碑の南側の トレンチである。この トレンチでは現地表下 1.lm(ToP。 94

m)付近で瓦等の集積が検出された。この集積のレベルは西 トレンチとはぼ同レベルである。

このトレンチからはコンテナ5箱 の遺物が出土した。第 1層からは伊万里焼系の碗(8た 平爪 9

・ 10)が 出上した。8は江戸時代の後半のものである。 9はいぶし焼きであり、江戸時代の前

半のものであろう。この他、丸瓦・平瓦が少量出上した。第 2・ 3層からは軒丸瓦tJが出土し
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た。瓦当は巴文で、珠文が大きく、圏線はみられない。また、いぶし焼きされていることか ら

江戸時代のものであろう。この他、丸瓦・平瓦が少量出上した。第 4層は瓦等あ集積がみられ

た層である。羽釜t動 。備前焼の招鉢 (13014)。 伊万里焼輪花皿tD。 青磁碗10・ 軒丸瓦 (17ヽ 19)

・軒平瓦 (20～22)。 平瓦 (23～ 24)のほか丸瓦・平瓦などコンテナ5箱出土した。12は その形

態から15世紀後半のものである。 13・ 14は 16世紀後半のものである。16は碗Q底部内面に r長

命冨貴 」と刻まれている。これも16世紀中葉のものである。17・ 18はいずれも巴文で一重の圏

線がみられる。珠文はやや大きいことから室町時代のものであろう。19も 巴文の軒丸瓦である

が、一重の圏線がみられ、珠文が細かいことから鎌倉時代のものであろう。23は縄ロタタキ、2/4

は格子ロタタキが施される。いずれも鎌倉時代のものであろう。

2。 ま と め

本調査地では西。東両トレンヂ� 片等の集積が検出された。この集積には鎌倉時代か ら江戸

時代前半までの遺物を含んでいた。東 トレンチでは慶長14年の年号が刻まれている経碑の埋め

られている第 1層からは江戸時代前半から後半の遺物が出土しており、ほぼ経碑の年代と一致

している。また、拝殿 トレンチでは 14～ 15世紀の遺物を含む層の上面はマウンド伏を塁して

いた。他の トレンチの土層の堆積状況や遺物出土状況からこのマウンドはおそらく江戸時代前

半に盛土されて作られたものであると思われる。これらのことから、鎌倉時代から江戸時代前

半にかけて寺院がこの周辺に存在し、江戸時代前半に整地 され、矢作神社本殿 。拝殿の下のマ

ウンドが築造されⅢ矢作神社の本殿・拝殿が現位置に作られたものと思われる。(鳴村 )

大阪府神社庁「 大阪府神牡文化財図録 」(1986)

矢作神社宮司友田善彦氏のご好意で図化させていただいた。

西岡三四郎ほか「八尾市史 」文化財編 (1977)

註

■

２
．

＆

-16-



第
2表

 
矢

作
遺

跡
(8
6-
50
6・

87
-4
04
)出

士
遺

物
観

察
表

― ド 『 ―

遺
物

番
号

器
 

種
法

量
(現

存
率

)

単
 

位
触

成
形

。
調

整
色

調
。

胎
土

焼
成

・
備

考

ユ
備

前
焼

招
 

鉢
口
縁

部
破

片

内 外
ナ

デ
。

ナ
デ

の
の

ち
、

5本
櫛

の
条

痕
。

外
・

断
―
に
ぶ

い
赤
褐

色
。

内
一
裾
灰

色
。

串 争
懲 雰
萱客
と 寓

)°
黒色
砂 粒

(小
1

焼
成

良
好

。

平
 

瓦
厚
 2
2

凹
 

ナ
デ

。
凸
 

ハ
ケ

の
の

ち
、

ナ
デ

。
ハ

ナ
レ
砂

。
灰

色
。

自
色
砂
粒

(小
。
中
・

大
)を

や
や
多

量
含
み

、
黒

色
砂

粒
(小

。
中

)を
少

量
含
む

。

焼
成

良
好

。

平
 

瓦
厚
 1
.5

キ
０ タ

痕 タ

目 日

布 縄

凹 凸
淡

黄
色

。
自
色
砂

粒
(小

・
中
・

大
)を

や
や

多
量

合
み
、

黒
色
砂

粒
(小

・
中

)

を
少

量
含
む

。

焼
成

良
好

。

4
湊

 
焼

甕
厚
 1
.1

外
 

日
縁

部
―

ヨ
コ
ナ

デ
。

体
部

―
タ

タ
キ

。
内
 

口
縁

部
…

ヨ
コ
ナ

デ
。

体
部

―
ハ

ケ
。

黄
橙

色
。

白
色
砂

粒
(小

。
中

。
大

)、

茶
色
砂

粒
(小

。
中

。
大

)を
ゃ

ゃ
多
量

含
む

。

焼
成

良
好

。

5
軒

平
瓦

瓦
当

厚
 3
0

当
瓦 凹 凸

曹
草

文
。

布
目
痕

。
ナ

デ
。

灰
白
色

。
白
色

砂
粒

(小
。
中

。
大

)を
少

量
含
む

。
焼

成
良

好
。

懸
  

瓦
玉

縁
長

幅
4.
5

13
.3

凸 凹
ナ

デ
。

布
目
痕

。
暗

灰
色

。
白
色
砂
粒

(小
。
中

。
大

)を
や
や
多

量
含
む

。
焼

成
良
好

。
い

ぶ
し
焼

(

7
平

 
瓦

厚
 2
1

凸
 

ナ
デ
。

凹
 

ナ
デ
。
ハ

ナ
レ
砂

。

暗
灰

色
。

白
色
砂

粒
(小

。
中

。
大

)を
や

や
多

量
含
む

。
焼
成

良
好

。
い
ぶ

し
焼

e

8
里 系

万 　 碗

伊 焼
推

定
高

台
径

3.
8

(1
/4
)

外
 

体
部

―
網

目
文

。
高

台
―
砂

が
付

着
。

白
色

。
白
色

砂
粒

(小
。
中

)を
少

量
含

む
。

焼
成

良
好

。



― ド ∞ ―

物 号
遺 番

器
 

種
法

量
(現

存
率

)

単
 

位
靱

成
形

・
調

整
色

調
。

胎
土

焼
成

。
備

考

平
 

瓦
厚
 1
.5

凹
 

布
目
痕

。
凸
 

ナ
デ
。

ハ
ナ

レ
砂

。
灰
色

。
白
色

砂
粒

(小
・

中
。
大

)を
少

量
含
む

。
焼
成

良
好
。
い
ぶ

し
比

平
 

瓦
厚
 2
.2

凹
 

ナ
デ

。

凸
 

ナ
デ

。
ハ

ナ
レ
砂

。

に
ぶ

い
黄
掻

色
。

白
色
砂

粒
(小

。
中
・

大
)を

や
や
多

量
合
み
、

雲
母

(小
。
中

)

を
少

量
含
む

。

焼
成

良
好

。

軒
丸

瓦

推
定

瓦
当
径

13
,4
(1
//
4)

瓦
当
厚
 1
,7

瓦
当
 

巴
文

。
周
囲

に
珠

文
。

暗
灰

色
。

白
色
砂

粒
(小

・
中

)を
少

量
含
む

。

焼
成

良
好

。
い
ぶ
嚇

。

羽
 

釜
口
縁

部
破

片

外 内

ナ
デ

。
ハ

ケ
。

暗
灰
色

。
自
色
砂

粒
(小

。
中
・

大
)を

少
量

含
む

。
焼

成
良
好

。
瓦
質

。

鱒 翻
口
縁

部
破

片
外
 

ヨ
コ
ナ
デ
。

内
 

ヨ
コ
ナ
デ

の
の

ち
、

9本
櫛

の
条
戻

。

裾
灰

色
、

白
色
砂

粒
(小

・
中

)を
少
量

含
む

。
焼
成

良
好

。

鱒 鱗
体
部

～
医
部

破
片

外
 

体
部

一
ヨ

コ
ナ
デ

。
底
部

―
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ
。

内
 

ヨ
コ
ナ

デ
の

の
ち
、

11
本

櫛
の
条

痕
。

褐
灰
色

。
白
色
砂

粒
(小

。
中

。
大

)を
少

量
含
む

。

焼
成

良
好

。

伊
万

里
焼

輪
花

皿
高

台
径
 4
,8

外
 

体
部

―
ヘ

ラ
彫

り
で

花
弁

を
つ

け
る

。
医
部

―
ト
キ

ン
を
残
す

。

内
 

ヘ
ラ
掘

り
で

花
弁

を
つ

け
る
。

明
緑
灰
色
。
白
色
砂
粒

(小
・

中
)を

少
量

含
む

。
焼
成

良
好

。
釉

に
嵌
入

あ
り
。

青
 

磁
碗

高
台
径
 4
.2

内
 

底
部

―
「

長
命

冨
貴

」
明
緑

灰
色
。

自
色

砂
粒

(小
。
中

)を
少

量
含
む

。

焼
成

良
好

。



ｌ μ Φ Ｉ

軒
丸

瓦
瓦

当
厚
 2
.6

瓦
当
 

巴
文

。
一

重
の
圏

線
の
外

側
に
珠

文
。

灰
色

。
白
色
砂

粒
(小

。
中

)を
少

量
含

む
。

焼
成

良
好

。

軒
丸

瓦
推

定
瓦

当
径

18
.0
(1
ノ
/4
)

瓦
当
 

巴
文

。
一

重
の

圏
線
の
外

側
に
珠

文
。

灰
色
。
自
色
砂
粒

(小
。
中

。
大

)を
少

量
含
む
。

焼
成

良
好

。

軒
丸

瓦
推

定
瓦

当
径

12
.0
(1
/2
)

瓦
当
 

巴
文

。
一

重
の
閤

線
の
外

側
に
珠

文
。

灰
色

。
白
色

砂
粒

(小
・

中
。
大

)を
少

量
含
む

。

焼
成

良
好

。
い

ぶ
し
焼

。

軒
平

瓦
瓦

当
幅
 1
.8

瓦
当
 

唐
草
文

。
灰

色
。

白
色
砂

粒
(小

。
中
・

大
)を

少
量

含
む

。

焼
成

良
好

。

軒
平

瓦
瓦

当
幅
 2
.0

瓦
当
 

唐
草
文

.
灰
色

。
白
色

砂
粒

(小
。
中

。
大

)を
少

量
含
む

。
焼

成
良
好

。

軒
平

瓦
瓦

当
幅
 2
.2

瓦
当
 

唐
草
文

。
灰
色

。
白
色
砂

粒
(小

。
中
・

大
)を

ゃ
や
多

量
含
む

。

焼
成

良
好

。

23
平

 
瓦

厚
 1
.5

凹 凸
布

目
痕

。
縄

目
叩
き
。

灰
色

。
自
色
砂

粒
(小

。
中

。
大

)を
や

や
多

量
含
む

。
焼

成
良

好
。

平
 

瓦
厚
 2
.0

凹
 

ナ
デ
。

凸
 

叩
き
目
。
ハ
ナ

レ
砂

。
灰

色
。

白
色

砂
粒

(小
。
中

)を
少

量
含

IP
c

焼
成

良
好

。



調 査 地

調査期間

4。 大正橋遺跡 (86-516)の調査

八尾市太田 7丁 目～沼 1丁 目

昭和 62年 7月 7日 ヽ 10日

1.調査概要

大正橋遺跡は羽曳野丘陵縁辺の沖積地に営まれた古墳時代を中心とする集落遺跡である。本

調査地は、大正橋遺跡の西北方約 500mに位置しており、当遺跡の隣接地であるが、付近で従

来に調査が実施されたことがなく、遺跡の広がりについては全く不男であった。

八尾市太田 7丁 目～沼 1丁 目地内において、大阪開発業協同組合より、病院、住宅、マンシ

ョン建設のため土木工事を計画している旨の届出に基づき、昭和62年 7月 7日 ～10日 の間で、

遺構確認調査を実施した。調査は2m幅 の調査区をそれぞれ 100m、 70m、 30mの長さで施

行範囲内に東西方向に設定し、地表下 15mま で機械掘削した後手掘 りによる精査を行なった。

また、その他にも任意にグリットを設定し、地下 5mま での層位の確認を実施した。その結果

遺構の存在を確認することはできなかったがその概要を以下に報告する。

調査地の基本層序は、地表下約 lmま では第 1層耕土、灰褐色粘質土、黄灰色粘砂上、青灰

―

　

　

力

一一
ヽ

Ш

剛
一

イ|― !制膨..■即1 檻
」し日 ∪彎口色硼畔千提醤 豊益』坐 妾 圭 撃

第 朽 図 調査地周辺図 (塩 0)
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．

日

［

0          100 m i



2ト レンチ

第 1ト レン

第 3ト レンチ

第 硝図 調査区位置図 (1馬00)
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―-11.5m

第 1ト レンチ

耕±      5。 灰色粗砂
灰褐色粘質±  6.灰 禍色粗砂
黄灰色粘±   7.暗 灰色粘土
青灰色粘土

第 17図 土層断面図 (縦 1/200。 横 1/80♪

色粘上で、この層の上面が八尾飛行場の中の平安時代水田面に対応する地層であるが、畦畔等

の水田遺構の存在は確認できなかった。それ以下は、地表下 5mま で、粘土と砂が交互に堆積

しているが泥質化していて、遺構の存在を確認するまでには至らなかった。

第 1調査区西側の自然河川より須恵器、土師器、瓦の磨耗した小片を、地表下 2m前後の灰

色粗砂層に磨耗した小片の上師器がごく希に合まれている他は遺物の包含を認めることはでき

なか った。

2。 ま と め

本調査では、かなりの範囲で掘削を実施したにもかかわらず大正橋遺跡に関連する遺構の存

在を認めることができなかった。この付近は地名が示すとおり、古来よりかなりの湿地になっ

ていたものと思われる。 (米田)

―-11.5m

十一一一
二

一
．

　
二

二
　　　一　一

一　一　　　一　一

二
　　
一
一

一　一　　　　　二
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２

３
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第 2ト レンチ
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5.恩智遺跡 (86-494)の 調査

調 査 地  八尾市恩智南町 1丁 目130-2、 130-3、 131-2、 131-3

調査期間  昭和 62年 7月 16日

1.調査概要

本調査地は寮建穎 伴っ動 した遺橋確認調査窃 る。調査地の北東部の「天王の社 」付近は生

駒山地西麓の扇状地であり、古くから縄文・弥生時代の遺跡の包蔵が知られて兆り、数ケ所の発

掘調査がなされている。本調査地付近は「天工の杜 」付近とは異なり、扇伏地の下の沖積地に位

置している。愚智川恕装繋た東側の対岸でも昭和56年 に遺構確認調査が実施されているが、弥生時

代・古墳時代の遺物が数片出上しただけで、恩智遺跡の中心部である「天王の杜 」付近の様相と

は大きく異なっていた。本調査地では浄化槽設置部分に約 2× 2mのグリッドを設定し、機械及び

入力掘削によって深さ1.7mま で調査を行った。

土層の堆積状況は第20図のとおりである。現地表下50mまで盛上が存在し、その下層には第 2

第 18図 調査地周辺図 (1/5000)
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本調査地周辺の既応の調査一覧表

調  査   地 調 査 主 体 調 査 期 間 調 査 結 果

1 思智中町 3丁 目 京都大学
梅原末治・島田貞彦 大正 6(191■)年 7月 弥生時代の遺物出土。

2 思智中町 3丁目
(字茶の木 )

鳥  居  龍  蔵 大三 6(1911)年 8月 弥生時代の遺物出土。

思智中町 3丁 目 藤 岡  謙 二 郎 昭和14(1939)年 弥生時代の追物出土。

思智中町 3丁 目
「天工の社」内東南部

八 尾市教育委員会 昭m49(1974)年 12月 弥生時代・・縄文時代の遺物出土。

恩智北町～思智中町 瓜 生 堂遺跡調査会 昭450(1975)年 弥生時代の遺構・遺物、縄文時
代の遺物出上。

思智中町3丁 目240o245 八 尾 市教育委員会
昭和51～ 53

(1976～ 1978)年 弥生時代の遺構・遺物出土。

愚智中町 2丁目94 八 尾市教育委員会 昭m54(1979)年 弥生時代の遺構・遺物出上。

恩智 146-1
(愚智南町 2丁目131) 八 尾市教育委員会 昭和56(1981)年 5月 弥生・古猿時代の遺物数片出土。

恩智中町 2丁 目265 八 尾 市 教 育委 員会 昭m53(1983)年 2月 弥生時代の遺物出土。

患智中町 3丁 目214 八 尾 市教 育委 員 会 昭和59(1984)年 6月 弥生時代の遺構・遺物出土。

恩智中町 1丁目77-2 八 尾 市教育委員会 昭和59(1984)年 6月 弥生時代の遺構・遺物出土。

思智中町2丁 目～3丁目 八 尾 市教育委員会 昭和61(1986)年 2月 水道工事立会。
弥生時代の遺物出上。

恩智中町 3丁 目 八 尾市教育委員会 昭和脱 (1986)年 7月 水道工事立会。
弥生時代の遺物出土。

思智中町 3丁目112 八 尾市教育委員会 昭和a(1986)年

`膏

麓隻博代長嘉属亀懇1亀易ヒ皇:

恩智南町 2丁目136 八 尾市教育委員会 昭和61(1986)年 9月 遺構 。遺物なし。

思智中町 3丁 目188 八 尾市教育委員会 昭A462(1987)年 3月 工事立会。弥生時代の遺物出土。

思智中町 2丁 目260 八 尾市教育委員会 昭和磁 (1987)年 4月 中世の遺物出土。

思智中町 3丁目 八 尾 市教育委員会 昭和α (1987)年 7月 水道ェ事立会。
弥生時代の遺物出土。

恩智中町 3丁 目
123、 131、 133、 134 八 尾 市 教 育 委 員会 昭和62(1987)年 3月

索告
gら

P遺
構・遺例 土。
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第 19図 調査区位置図 (t/4田 )

層黄灰色細砂、第 3層灰色粘質細砂、第

4層茶灰色粘質細砂、第 5層灰色粘土が

堆積する。遺物はいずれの層からも出土

しなかった。

2.ま と め

本調査地では遺構・遺物は検出されな

かった。第18図は本調査地付近の既応の

調査地位置図である。「天王の社 」付近

の 1～ 7・ 9～ 14・ 16～ 19の調査地で

は多量の遺構 。遺物が検出されたが、 8

・ 15・ 本調査地では殆ど遺構・ 遺物は検

出されなかった。また、13の調査地では

天理教中河大放会付近まで遺構 。遺物が

検出されているが、これより東側では遺

構・遺物は検出されなかった。

これらの調査結果から、恩智遺跡は生

駒山地の西麓に形成された扇伏地上に広

がる遺跡であり、遺跡の東限は天理教中

河大教会付近までで、遺跡の南限は扇状

地の末端の恩智サII茶之木橋付近までであ

ると推定される。 (嶋村)

ｒ

・ｏ ｍ

現地表 1盛  土
2 黄灰色細砂
3 灰色粘質細砂
4 茶灰色粘質細砂
5 灰色粘土

0    1m

―
第 20図 南壁土層断面図 (1/80)

ユ

2
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6.恩智遺跡 (86-518)の 調査

調 査 地  八尾市愚智中町 3丁 目126、 131、 133、 134

調査期間  昭和 62年 8月 3日 ～4日

1.調査概要

恩智遺跡は高安山西麓の扇伏地に営まれた縄文時代から弥生時代を中心とする著名な集落遺

跡である。本調査地は、恩智遺跡の扇状地の南側に位置しており、当遺跡のほぼ中心部にあた

る。

八尾市恩智中町 3丁 目126他 において、伊南節夫氏より、住宅建設のため土木工事を計画し

ている旨の届出に基づき、昭和62年 8月 3日 に、遺構確認調査を実施した。調査は 1.5m× 2

mの調査区を施工範囲内に1箇所設定し、地表下0.5mま で機械掘削した後手掘りによる精査

を行なった。その結果弥生時代中期の遺構の存在を確認したので以下に報告する。

調査地の層序は、約 0.4mで弥生時代中期の遺物包含層に達する。この層は約80師の厚みで

灰褐色粘質土

暗灰禍色砂質粘土

/

暗灰色粘土     }|

＼ だ
 も

√

0

第 22図 調査平・断面図 (1/40)

0       10m

―
第 21図 調査区位置図 (1/500)

―- 26 -
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第23図 出土石器 (1ノの
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第 24図 出土石器 (1/2)
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o               10cm

第25図 出土土器 (1/4)
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存在し、上層暗灰裾色砂質粘土と下層暗灰色砂質粘土の 2層に分かれる。包合層下層は弥生時

代中期の単純包含層で、石器や方生中期の上器を多数包合する。この層を除去した下に暗褐色

砂質土をベースとして遣構が掘り込まれている。遺構面の標高は15mである。遺構面からは、

3個の小穴と土坑を 1基検出した。小穴は径3Cl翻～50翻で、深さは30翻前後を測る。また土坑

は完掘はできなかったが、50翻以上×70翻以上の範囲で、深さも40効以上を測る。遺構の埋土

は基本的には下層包含層と同じである。
・

今回包含層および遺構々ヽら検出した遺物は、弥生時代中期を主とする土器と石器である。弥

生中期の上器として図化できたものは、壺 (1・ 3～4)、 鉢 (2・ 6～ 9。 16)、 高杯脚部 (14)

および底部 (10～ 12)で ある。13は古墳時代の土師器で、上層の包含層から出土したものであ

る。石器には石包丁 (1～3)と くさび型石器 (4・ 5)、 スクレークヾ― (6)、 石槍未製品と思わ

れるもの (7)、 石槍 (3・ 9)である。

2ま と め

本調査で検出した遺構は恩智遺跡の集落中心部の様相を示す資料で、本地点は調査面積こそ

少なかったが、集落の範囲と構造を解明する上で貴重な成果をおさめることができた。 (米田)

第4表 恩智遺跡 (38-518)出 士石器計測表

番号 種   類
さ

翻位
長
単

幅
(単位翻 )

さ

翻位
厚
単

1 石 包 丁 11.65 4.75 o.85

2 石   包   丁 7. 4 0.85

石 包 丁 6。  9 4. 1

4 楔 型 石 器 0. 6

5 楔 型 石 器 10. 2 4. 7 0,95

6 掻 器 9. 0 4. 1

7 石 槍 未 製 品 4. 2 0. 6

8 石 槍 5. 8 2.45 0.85

槍石 2.25 0, 9
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第 5表 恩智遺跡 (86-518)出土遺物観察表

物
号

遺
番 器種

法量 (現存率)

単位翻 成 形 。 調 整 色 調 ・ 胎 土 焼成 。備考

ユ 壷 推定口径

11.8(1/3)

口縁部ヨコナデ後、

櫛描文。口縁端部ヘ

ラキザミ。頸部ヨコ

ナデ後、櫛描文。

日縁部ヨコナデ。頸

部ヘラナデ。

外―にぶい橙色～淡黄

裾色。内・断一灰褐色

～黒裾色。

粗秒粒を少量、細・ 徴

砂粒を多量に含む。

焼成良好。

2 鉢 推定口径

17.0(1/8)

外 口縁部ヘラキザ ミ。

胴部ナデ後、簾伏文。

口縁部ヨコナデ。胴

部ヘラミガキ

内

外 。内・断―淡橙褐色。

細・微砂粒を多量に合

む。

焼成良好。

3 吏 推定口径

18.0(1/8)

外 口縁部簾伏文。頸部

ヨコナデ後、最上部

のみ簾状文。

内 ヨコナデ。

外 。内一淡黄裾色。断

―灰褐色。

細・ 徴砂粒を多量に合

む 。

焼成良好。

4 壷 推定日径

13.4(1/4)

外 日縁部櫛描波伏文。

頸部ヨヨナデ後、ハ

ヶ (7本 /1翻 )。

ヨコナデ。内

外 。内一黒褐色。断―

褐色.

徴砂粒を多量に含む。

焼成良好。

壷 推定口径

13.3(1/5)

外 ヨコナデ。

内 ヨコナデ。

外・ 内一種色。断―淡

橙褐色。

細・ 微砂粒を多量に含

む。

焼成良好。

鉢 推定口径

44,8(1/14)

外 簾状文。

内 ヨコナデ。

外 。内一黒裾色。断―

褐色。

微砂粒を多量に含む。

焼成良好

鉢 推定口径

34.6(1/9)

外 口縁部ヨヨナデ後、

刺架文。胴部ナデ。

日縁部ヨコナデ。胴

部ヘラナデ。

内

外一黒裾色。内 。断―

灰裾色。

微砂粒を多量に含む。

焼成良好。

鉢 推定 口径

26.8(1//8)

外 国縁部ヨヨナデ後、

櫛描列点文。胴部簾

状文。

内 ヘラミガキ。

外 。内一灰裾色。断―

灰白色。

細・微砂粒を多量に合

む。

焼成良好。
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物
号

遺
番 器種

法量 (現存率 )

単位翻 成 形 。 調 整 色 調 ・ 胎 土 焼成 。備考

高杯 推定 口径

22.8(1ノ /6)

外 ヘラミガキ後、櫛描

列点文。

ヨコナデ。内

外・ 内・ 断―淡掻裾色。

微砂粒を多量に含む。

焼成良好。

奏 推定底径

10.8(2/5)

外 ナデ。

内 ナデ。

外―淡裾色～掻色。内

一褐色～橙色。断―淡

褐色。

微砂粒を多量に含む。

焼成良好。

奏 底径

4.3

外 胴部ヘラミガキ。底

部ナデ。

内 ヘラナデ。

外 。断―橙色ヽ褐色。

内一黒褐色。

徴砂粒を多量に含む。

焼成良好。

奏 推定底径

5.6(2/3)

外 胴部ヘラミガキ。底

部ナデ。

内 ナデ。ユビオサエ痕

あり。

外 。内一黒色―淡裾色。

断―淡褐色。

細・徴砂粒を多量に合

む。

焼成良好。

外面黒斑あり(

高杯 推定医径

9,0(1/2)

外 剣離の為、調整不明。

内 脚部 シボ リメ。虞部

ユビオサエ。

外―橙色。内・断―灰

白色。

綱 。微砂粒を多量に合

む。

焼成良好。

高杯 推定底径

16.6(1/6)

外 裾部ヘラミガキ。裾

端部 ヨコナデ。

ナデ。内

外・断―黒裾色～淡裾

色。内一黒褐色～橙色。

微砂粒を多量に含む。

焼成良好。

壷 推定口径

14.8(1/6)

外 ヨコナデ。

内 ヨコナデ。

外・断―淡黄褐色。内

一黒色。

徴砂粒を多量に合む。

焼成良好。

鉢 推定口径

172(1/9)
外 ヘラミガキ後、ヘラ

状工具による圧痕。

ナデ。内

外 。内 。断 ―にボい橙

色。

微砂粒を多量に含む。

焼成良好。
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石器石材の石種 八尾市立刑部小学校 奥田 尚

石器に使用されている石材を肉眼観察した。石鏃には攻璃質の輝石安山岩・ カンラン石輝石

安山岩、石庖丁には塩基性凝灰岩質点紋片岩が使用されている。鉱物の種類とその粒径から細

分すれば、輝石安山岩がA・ BoC、 カンラン石輝石安山岩が A・ B、 塩基性凝灰岩質点紋片

岩がA・ BoCと なる。

各石憧について述べる。

輝石安山岩A:剣片。黒色、政璃質で、流理が顕著である。石基には細粒の長石が多く、輝

石がごくごく僅かである。

輝石安山岩B:た 4、 あ 8、 た 9、 黒色、攻璃質である。石英の補獲晶が含まれることがあ

る。粒径は 0.5鰤～ 0,7伽である。輝石は柱伏、淡茶禍色透明で、粒径が 0.2伽～ l vlP、 量

がごくごく僅かである。石基には細粒の長石が見られる。

輝石安山岩C:た 5・ 黒色、破璃質である。班晶鉱物は長石と輝石である。長石は無色透切、

短柱伏で、粒径が 0.2鰤 ～ 0.5 oln、 量がごくごく僅かである。輝石は茶褐色透明、短柱状で、

粒径が 0.2抑 ～ 0.3 alln、 量がごくごく僅かである。石基には細粒の長石が多く見られる。

カンラン石輝石安山岩A:拓 6。 黒色、政璃質である。斑晶鉱物はカンラン石、輝石である。

カンラン石は茶禍色透明で、粒径が 02翻～ 0,3脇、量がごくごく僅かである。輝石は無色透
|

吹 粒径が 02陶～ o7解、量がごくごく僅かである。石基には細粒の長石が多く見 られる。

カンラン石輝石安山岩B:た 7、 黒色、政璃質である。石英の捕獲晶がある。粒径が 2伽で

ある。斑晶鉱物はカンラン石、輝石、長石である。カンラン石は茶褐色透切、粒径が 0.2御～

0.4印、量がごく僅かである。輝石は無色透明、短柱状で、粒径が 02伽～0.4伽、量が僅か

である。長石は無色透明、短柱伏で、粒径が 0.2 alp～ 0.4翻、量が中である。石基には細粒の

長石が多い。

塩基性凝灰岩質点紋片岩A:%1、 暗緑色で、片理が顕著である。長石は無色透明、球伏で、

粒径が 0.2翻～0.助恥 量が中である。絹雲母、輝石が僅かに認められる。また、茶色を帯びた

白色鱗片伏の鉱物がみられる。基質は政璃質である。

塩基性凝灰岩質点紋片岩BIた 2。 緑色で、片理が顕著である。長石与緑泥石、絹雲母力現

られる。長石は無色透明、球状で、粒径が 0.2解～ 0,3陶ゃ量が多い。緑泥石は緑色、針状で,

0.2解～ 0.3翻 、量が多い。紹雲母は無色奏明、板状で、粒径が 0,1～ 0.2陶、量が僅かであ

る。基質は攻璃質である。

塩基性凝灰岩質点紋片岩C:%10、 緑色で片理が顕著である。輝石、長石、緑泥石が見られ

る。輝石は黒色粒伏、粒径が0.2～ 0.3伽、量が僅 力で ある。長石は無色透明、粒状で、粒径が

0.1朋～ 0。 2翻 、量が多い 。緑泥石は濃緑色、針状で,粒径が 0,2朋～ 0.3解 、量が僅かであ
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る。 基質は攻璃質である。

輝石安山岩A・ B・ Cは鉱物粒の大小にて区分したもので、 1つの岩体の中心部と周辺部と

の差によっても十分に起り得る(註 1)。 カンラン石輝石安山岩A・ Bでも同様のことが言え

る。これらの石材片の一部に風化面の様子か ら判断すれば礫層中の礫であった可能性が高い。

近距臨で、輝石安山岩、カンラン石輝石安山岩の礫は ドンズルボー北方の原川累層分布付近に

も見 られる。岩相的には酷似するものが多い。

以上のことから、輝石安山岩やカンラン石輝石安山岩は ドンズルボー北方の地層の礫を採取し

たと推定される。

塩基性凝灰岩質点紋片岩は点紋が出かけた程度の変成を示す。変成が低くなれば点紋が認め

られなく、より高くなれば、黒雲母や柘摺石が認められるようになる。点紋片岩は三波川帯の

北部に分布し、紀ノ川流域では和歌山市で広 く、粉川か ら上市まではほぼ紀ノ川より北に分布

し、小名で消滅する。この点紋帯の南縁部の岩相に石器の石材は酷似する。石材の採取時の形

状が不明であるため、場所を限定することができないが、大和上市以西の紀ノ川が採取地であ

ろう。点紋帯は四国吉野川流域にも分布するため遠地点を求めれば候補地は多くなる。また、

同様のことが輝石安山岩やカンラン石輝石安山岩についてもいえる。

註

1.二上山酉方石まくり火山昔の産伏をみても明らかなように、岩体の中心部では長石

ゃ輝石の斑晶が大きく、周辺部では斑晶がほとんど認められない攻璃質である。中

心部の石は石器になりにくく、周辺部のものは貝殻伏断目が顕著で、鋭利な割れ日

を示す。
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7。 東郷遺跡 (86-419)の 調査

調 査 地  八尾市桜ケ丘 3丁 目23、 29

調査期間  昭和 62年 8月 7日 ～ 8月 19日

1.調査概要

東郷遺跡は河内平野沖積地に営まれた弥生時代から中世に至るまでの複合集落遺跡である。

本調査地は、東郷遺跡のはぼ北東端に位置してjo・ り、当遺跡と萱振遺跡との接点部分にあたる。

八尾市桜ケ丘 3丁 目23・ 29に おいて、佐伯一旭氏よりる共同住宅建設のため土木工事を計画

している旨の届出に基づき、昭和62年 8月 7日 に、遺構確認調査を実施した結果、古墳時代の

上器が出上したため、調査範囲を拡張することになった。発掘調査は 2.5m× 20mの 調査区を

施工範囲内に 2箇所設定し、地表下 2mま で機械掘削した後手掘 りによる精査を行った。期間

は昭和62年 8月 19日 までの間、延べ10日 を要した。その結果布留式～庄内式の時期の遺構の存

在を確認したので以下に報告する。

調査地の盛り上は、約 1.2mな されており、旧耕土より05～ 0.8m、 標高 6.2～ 6.5mの灰色

粗砂をベースとする暗黄褐色粘質土以下が古墳時代の包含層である。この層は、西調査区の北

第26図 調査地周辺図 (1/5000)

蝉醐 嘔
日
Ｌ

〔

≧
正
田
日
口
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１

1盛  土
2 旧耕土
3 黄禍色粘土
4 明黄禍色粘土
5 暗黄禍色粘土
6 灰禍色粘土
7 暗青灰色粘土
8 黄灰色粘土 シル ト

9 暗灰色シルト混り粘土
10 賠灰色粘土
11 灰色粗砂
12 淡灰色微砂
13 灰色粘質土
14 灰禍色粘質土
15 暗灰茶色細砂混 り粘質土

0         5�

第 27図 土層断面図 (縦 4/40、 横 E/200)

旧耕土より1.5mま で落ち込んでいる。
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/

:

第28図 遺構平面図 (1/200)  i          ・

遺構面はほぼ平担で、灰色粗秒をベースとする幅 1.4m、 深き10～ 20翻の濤がほぼ南東か

ら北西へのびていた。濤の埋土は暗灰色シル ト混じり粘上で、古式土師翻 4ヽ片が出上している。

西調査区

遺構としては土坑と沼伏の落ち込みを検出した。これらの遺構は淡灰色粗砂をベース;に して

掘りこまれている。土坑は、調査区南西付近でその半分を検出した。径 0.75m、 深さ0.4m強

を測る。土坑内より完形の布留式甕が押しつぶされた状況て出土した。落ち込みは、調査区北

半で検出した東から西に向かってなだらかに落ち込むもので、ほぼ南北方向の肩をもっている。

為甍画か馳嘴:ゝ 写Iギ 41mの落ちを示す。この遺構の埋土は基本的に4層に分かれ、上層が灰

―- 37 -
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褐色粘土、中層が黄灰色の粘質シル トと暗灰色シル ト混じり粘上、下層が暗灰色粘上でヽ上層

肩付近で布留式甕が 3個体、小型丸底重が 1個体、下層ベース直上で弥生時代末の上器片と

自然木、木製品が出土した。

今回検出した遺物は、土器として図化できたものは、布留式の甕が 4個体V様式末または庄

内式に含められる甕の破片を 1個体、小型丸底壷 1固体、須再器1固体、棒伏木製品 1点であ

る。 1は土坑出上の布留式甕で、口縁が立ち上がり、肩部に接方向の用U毛 目がみられる。 2・

4～ 5は下半を欠くが内湾する口縁と球形の体部をもつ布留式甕である。 6は同じく布留式の

小型丸底壷で、 3は V様式の奏であるが、叩きが細かいことと器壁が薄いことから庄内式に含

められるかも知れない。 7は東調査区包含層出上の古墳時代後期の須恵器である。 8は棒状の

木製品の断片である。断面方形を塁する。

2ま と め

本調査は東郷遺跡の封ヒ東側と萱振遺跡の西南側の接点付近にあたっていることから、弥生時

代末～古墳時代前期の遺構を確認できたことで、両遺跡が時期的にも、範囲としてもほぼ一体

のものとしてとらえることができることを示している。(米 田)
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第 6表 東郷遺跡 (86-419)出土遺物観察表

物
号

遺
番 器 種 法量 (現存率 ) 成 形 ・ 調 整 色 調 ・ 胎 土 焼成 。備考

1 甕 口径

12.7(完存 )

器高

248-25.0

最大径 21.4

外

内

日縁部ヨコナデ。胴

部ハケ(6本/1翻 )。

口縁部ハケ後、 ヨコ

ナデ。胴部ヘラケズ

リ。

外・ 内一黒色～淡黄褐

色。断―掻色c

微砂粒を多量に合む。

焼成良好。外面

全面 。内面胴部

に媒、内面底部

に炭化米が付着。

2 甕 推定 口径

14.8(3ノ/5)
外 日縁部ヨコナデ。胴

部剖離の為、調整不

切。

内 口縁部ヨコナデ。胴

部剖離の為、調整不

男。

外 。内 。断―淡黄橙色

～橙色。

細・ 微砂粒を多量に含

」J。

焼成良好。

甕 推定口径

16.0(1/4)

口縁部タタキ後、ナ

デ。胴部タタキ (4
条/1翻 )

口縁部ナデ。胴部ヘ

ラナデ。

外

内

外・ 内一淡黄褐色。断

―黒灰色。

細砂粒を多量に含む。

焼成良好。

甕 推定口径

13.2(1/5)
外 口縁部ヨコナデ。胴

部剖離の為、調整不

明。

内 口縁部ヨコナデ。胴

部ヘラケズリ。

外―黒色～淡黄裾色。

内一灰褐色。断―淡黄

裾色ヽ橙色。

細・微砂粒を多量に合

む。

焼成良好。外・

内面全面に煤が

付着。

甕 日径

‐ 0(1/4)
口縁部ヨヨナデ。胴

部タタキ後、ハケ

(5本/1側 )。

口縁部ハケ(7ん/1

効 )。 胴部ヘラケズ

リ。

外―黒灰色～淡黄褐色

内一淡黄褐色。断―灰

色。

微砂粒を少量含む。

焼成良好。

6 小型

丸底壺

推定 口径

12.0(1ノ/2)
外 磨耗の為、調整不切。

内 磨耗の為、調整不明。

外 。内・断 ―橙色。

微砂粒を少量含む。

焼成良好。

7 不 蓋 推定口径

168(1/5)
外 回転ナデ。

内 回転ナデ。

外 。内・断―灰白色。

精密。

焼成良好。
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中田遺跡 (86-532)の調査

調 査 地  八尾市八尾木北6丁 目166

調査期間  昭和62年 8月 19日・ 8月 %日 ～9月 5日

1.調査概要

本調査は共同住宅建築に伴 って実施した発掘調査である。調査地は楠根川と玉串川にはさま

脚 積平野に位置する。調査地の西方 150mの 地点では 側)八 尾市文化財調査研究会 (第 30図

3 註 1)、 大阪府教育委員会が調査を実施しており(第30図4註 2)、 弥生時代中期・ 古墳時代

初頭の上坑等が検出されている。また、西方 100mの 地点では八毛市教育委員会の調査によっ

て弥生時代中期の壷棺、古墳時代初頭の遺構が検出されている。 (第30図5註 3)。 また、調

査地の北東 200mの 地点では八尾市教育委員会の調査によって古墳時代初頭の上坑が検出され

ており、庄内式上器に混 じってみ量の吉備地方の上器が出土した (第30図2言望 χ また、中

田遺跡の南東に隣接する東弓削遺跡でも水道管布設工事に伴って、発掘調査を実施しており,弥生

時代中期・古墳時代初頭・古墳時代中期・奈良時代の遺構。遺物が出上している(第30図 1 註 5)。

本調査地は調査以前は畑として利用されてセ淀 。昭和62年 8月 19日に遺構確認調査を実施したと

第 30図 調査地周辺図 (1/5000)

瓜斐勢議
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第 7表 本調査地周辺の既応の調査一覧表

番号 調 査 地 調 査 主 体 調 査 期 間 調査原因
主な検出遺構
出 士 遺 物

文    献

八尾市八尾木

ヽ東弓肖]

八尾市教育委

員会

昭和5t年12月

8日 ヽ昭和51

年 3月 31日

水道管布設 弥生土器 (中 期～

後期 )・ 上師器・

須憲器・ 埴輸・ 瓦

八尾市教育委員会「 東弓肖!

追跡 」(1976)

八尾市刑部 3

丁目

八尾市教育委

員会

昭和53年 4月 地方

設

電

埋

西

換

関

中

潜 (?)、 庄内式上

器、鳥形木製品

八尾市教育委員会 r昭和53

・544度埋蔵文化財発掘調

査年報 」(1981)
八尾市八尾木

4丁 目

CIj八尾市文

化財調査研究

会

昭和59年 2月

2同 ～ 2月 19

日

コミュニテ

ィーセンタ

ー建設

土坑・ 焼土坑・ 弥

生土器 (中期～後

期 )・ 庄内式上器

efj八 尾市文化財調査研究

会「昭和58年度事業概要報

告 J(1984)
八尾市八尾木

北 5丁 目

大阪府教育委

員会

昭和60年 8月 下水管渠築 落ち込み (?) 大阪府教育委員会「 中田遺

跡発掘調査概要 」(1986)

′ヽ尾市八尾木

4丁昌 5

八尾市教育委

員会

昭和61年 9月

24日ヽ 9月 30

日

建設

壷棺 (弥生中期 )

・ 古式土師器

八尾市教育委員会「 八尾市

内遺跡昭和61年度発掘調査

報告書 HJ(1987)

ころ現地表下 lm付近に古墳時代初頭の遺物を含む遺物包含層が検出された。このため、施工

者側と協議をした結果、基礎杭のため遺跡が破壊される部分に限定して発掘調査を行うことに

した (第 31図 )。 調査は現地表下 0.5m付近まで機械掘削を行ったのち、人力掘削によって行った。

本調査地の土層の堆積は第32図のと充りである。第 1層は暗褐色細砂で畑の耕地として利用

されていた土層である。第 2層は黄褐色細砂で、その下層には部分的に第 3層赤裾色粗砂が堆

積する。第 4層は茶灰色粘上で、瓦・ 古式土師器を少量含む。第 5層は暗褐色粘上で、調査地

の北西にのみ存在し、古式土師器を少量含む。また、調査地の西半分は第 7層暗青灰色～灰黄

色粘上、第 8層暗灰色粘上が存在し、その下層は東半分と同様第 9層青灰色粘上、第10層灰色

カレト～細砂 となる。第 7・ 8層 は多量の上器を含むことや東半分の調査区の

土層とのレベルとの検討から遺構の埋土であると思われる。また、東側のF・ Hグ

リッドでは第 6層灰黄色ンル ト混じり粘上が部分的に存在するが、これも遺構

の埋上であろうと思われる。なお、第 9・ 10層には遺物は含まれておらず、激

しい湧水がみられた。

以下、西側 (A・ C・ E・ GCI・ KoMグ リンド)で検出された遺構(濤 ?)と 出土

遺物について説明を加える。なお、本調査地からは コンテナ 25箱の遺物が出

土した。

A・ C・ E・ GoI・ KoMグ リッド検出遺構

A・ C・ EoG・ I・ K・ Mグ リッド全体で検出された。東側の BoD・ F・ H・ J・

LoNグリッドとのレベルの対応関係と出土土器の多さか ら遺構であると考えら

!   .m  れ、西側のグリンドには連続して同一層がみられることから南北に伸びる濤状遺

第31図 調査区  構ではないかと思われる。しかし、遺構の底面は一様ではなく、 C・ EoGグ リ

位置図 (1/800) ノドが高く、 A・ I・ Kグ リッドは低くなり、40靱の高低差がみられる。また、

団  国

□  □

□  囲

日  団

団 □

□ 団
団 回
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Ｏｍ
一南

ＰＴ

1/401

ToP.10.Om
西

1/200

１

２

３

４

５

６

７

８

９

０

暗禍色綱砂層 (耕土 )

黄禍色細砂
赤禍色粗砂
茶灰色粘土
暗褐色粘土

掻喜民と定炭畳2穂圭
薯疫色鞄圭

(灰化物を多量に含む)

灰色シルト～細砂

1遺

物包含層

】ヒ

西壁土層断面図

東壁土層断面図

1 1

2

壽鰯
羽 /

北壁土層断面図

東

第 32図 各グリッド土層断面図 (縦 1/40、 横 4/200)
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盟 翻 圏
細秒～ ンルト

圏 囲 霊國

囲  ‖ 鰯 爾
粘土

圏  翻圏 霞

第 9～ 10層堆積状況

翻 鰯 熙 昌 趨
溝(?)

熙 饉 翻

□ □ ∞  ∞
落ち込み(?)

□ □ □

第 9～ 10層上面検出遺構

□□ 匠]□  □ □ □

□ □ 吼 /囲
/ 理

粗砂

El 囲

第 3層堆積状況         0       10m

第 33図 各グリッド平面図 (1/400)
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第 8層は部分的にC・ E・ ICMグ リンドでみられるだけである。以下、各グリァドことに土器の

出土状況を記述する。

A・ CoGグ リッドでは完形品はほとんどみられず、いずれのグリッドもヨンテナ 1箱程度の

上器が出上した。

Eグ リァドは他のグリノドよりも調査面積が広いためコンテナ4箱の上器が出上した。この

グリッドでは南東部で木杭が底面に横だえた状態で出土した。また、童の口縁部 (32)が西壁

付近の底面より10翻上で口縁部をななめ上にむけた状態で出上した。重の日縁部 (28)は グリ

ノドの北西隅で底面に張り付き口縁部を下に向けた状態で出上した。

Iグ リッドではコンテナ6箱の土器が出上した。第 7層中部付近から壼(59・ 62)鉢 (87)

。高不 (90)。 器台 (95)な どの完形品が出上した。また。底面付近では甕などの上器片が

一面に張り付いた状態で出上した。

Kグ リッドではコンテナ3箱の上器が出上した。ほとんどの上器は第 7層中部付近から出土

し、底面付近にはあまり上器はみられなかった。

Mグ リッドではコンテナ7箱の上器が出土した。第 7層中部付近から甕を中心とする多量の

完形品が出上した。また、底面付近からは小破片の土器片が出上したのみであった。

これらの土器の中には甕 (33・100・ 114～116)な ど庄内式のなかでも古相の特徴をもつものも含

まれるが、庄 内式 の新相から布留式の古相の特徴をもうものがほとんどである。また、吉備

地方の甕 (15・ 22・ 45・ 82・ 83・ 133・ 142)、 山陰地方の養 (84)・ 器台 (25)が含まれて

いた。

2。 ま と め

本調査地においては部分的な調査に留まらざるを得なかったため遺構等を男確に把握するこ

とはできなかった。しかし、濤と思われる遺構が西側グリンド全面で検出された。この遺構か

らは庄内式の新相から布留式の首相の特徴をもつ多量の上器が出土した。この周辺では西方100

mの地点で八尾市教育委員会が実施した調査に覧いて本調査地とほぼ同時期の庄内式新相から

布留式古相の土器が出土している(第30図5註5)。 また、調査地の北東 200mの 地点では庄内

式最古相の上器を含む土坑が検出されている(第 30図2註 6)。 この調査は立会調査のため詳細

な遺構の状況は不男であるが、現在の道路地表下 lm付近で検出されており、この周辺の道路

の標高から考えると本調査地より遺構確認面が40勁程高くなっている。おそらく当時の地形は

本調査地から北東方向にかけては序々に高くなっており、このため庄内式でも首相の段階には

安定した地形環境である刑部小学校付近を生活域とし、庄内式新相になって南西部の本調査地

付近まで生活域は広が つてきたものと考えられる。 (嶋村)
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第 留 図 Aグ リッド出土土器 (1/4)
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Cグ リッド

ログ リッド

C・ Eグ リッド出土 +器 (1/4)

一- 48 -一

9      10翻

第 35図



ノ 膵X46

0               109肥

第 36図 Eグ リッド出土土器 (1/4)
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Dグ リッド

Gグ リッド

Iグ リッド

第 37図  E・ G・ Iグ リッ ド出土土器 (1/4)
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第 38図  Iグ リッド出キ+器 (1/4)
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第 39図  Iグ リッド出++器 (1/4)
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第 40図  Iグ リッド出++器 (1/4)
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Iグ リッド

0           1o伽

グ リッド

Kグ リッド出土土器 (1/4)

54 -



Kグ リッド

Mグ リッド

第 42図  K・ Mグ リッ ド出土土器 (1/4)
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Mグ リッ ド出土土器 (1/4)
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0              10切
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註

1.etJ八 尾市文化財調査研究会「昭和58年度事業概要報告 」(1984)
2 大阪府教育委員会「 中田遺跡発掘調査概要 」(1986)
3.八尾市教育委員会「八尾市内遺跡昭和61年度発掘調査報告書 」(1987)
4.八尾市教育委員会「 昭和 53・ 54年度埋蔵文化財発掘調査年報 」(1981)
5,八尾市教育委員会「八尾市内遺跡昭和 61年度発掘調査報告書 Ⅱ」(1987)
6.註 4と 同じ
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第
8表

 
中
田
遺

積
(8
6-
53
2)
出

土
遺

物
観

察
表

― １ 　 〇 〇 　 ― ―

物 号
遺 番

器
 

種
帯 翻

現 位
甑 単

法
成

形
・

調
整

色
調

・
胎

土
焼

成
・

備
考

壷
推

定
口
径 18

.9
(1
/3
)

外 内

口
縁

部
―

ヨ
ヨ
ナ
デ
。

体
部

―
テヽ

ケ
の

の
ち
、

櫛
描

波
状
文

3本
。

口
縁

部
―
ヨ
コ
ナ

デ
、
頸

部
―
ユ

ビ
オ
サ

エ
。
体
部

―
ナ

デ
。

外
・

内
一
灰

自
色
。
断

―
黒
褐
色
。

白
色
砂
粒

(小
。
中

)を
や
や
多
量

含
む
。

焼
成

良
好

。

甕
推
定

口
径 16

.6
(1
/6
)

外
 

口
縁

部
―
ヨ
コ
ナ
デ
。

体
部

―
タ

タ
キ
(5
本

/翻
)。

内
 

口
縁
部

―
ヨ
ヨ
ナ
デ
。

体
部

―
ヘ

ラ
ケ
ズ

リ
の
の

ち
、

ユ
ビ
オ

サ
エ
。

灰
黄
褐

色
。
生
駒

西
麓

。
白
色
砂

粒

(小
・

中
。
大

)を
や

ゃ
多
量

含
み
、

雲
母

(小
。
中

)・
角

閃
石

(
小

。 中
)

を
少
量

含
む

。

院
成

良
好

。

甕
推

定
口
径 16

.0
(1
/3
)

外
 

国
縁

部
―

ヨ
コ
ナ

デ
。

体
部

―
タ

タ
キ
(4
本

/翻
)の

の
ち
、

ハ

ケ
。

内
 

口
縁

部
―

ヨ
コ
ナ

デ
。

体
部

―
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ
。

灰
黄
褐

色
。
生

駒
西
麓
c白

色
砂

粒

(小
。
中

。
大

)を
少
量

含
み
、
角

閃

石
(小

・
中

)、
雲

母
(小

。
中

)を

微
量

含
む

。

焼
成

良
好

。

4
甕

推
定

口
径 14

'(
1/
2)

外
 

口
縁

部
―

ヨ
ヨ
ナ

デ
。

体
部

―
タ

タ
キ
(5
本

/翻
)の

の
ち

、
ハ

ケ
。

内
 

口
縁

部
―

ヨ
コ
ナ

デ
。

体
部

―
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ
。

灰
褐
色
。
生
駒
西
麓
。
自
色
砂
粒

(小
。
中

)、
角
閃
石

(小
)、

雲
母

(4
う

を
少
量
含
む
。

焼
成

良
好

。
口
縁

部
｀
体
部

外
面

の
一

部
に
煤

が
付
着

:

5
甕

推
定

口
径 16

.4
(1
/3
)

外
 

口
縁

部
―
ヨ
コ
ナ

デ
。

体
部

―
タ

タ
キ
(5
本

ノ/
翻

)0

内
 

日
縁

部
―

ヨ
コ
ナ

デ
。
体

部
ニ
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ
。

灰
黄
禍

色
。
生
駒

西
麓

。
白
色
砂

粒

(小
。
中

。
大

)を
や

ゃ
多
量

含
み
、

角
閃

石
・

雲
母

(小
・

中
)を

少
量

含
芝 `。

焼
成
良
好
。

口
縁
部

内
面
、

口
縁
部
～
体

部
外
面
の
■

部
に
媒

が
付
着

。

甕
15
,4
(2
/3
)

径
口

外
 

口
縁

部
―

ヨ
コ
ナ

デ
。

体
部

…
タ

タ
キ
(6
本

/翻
)。

内
 

口
縁

部
―

ヨ
コ
ナ

デ
。

体
部

―
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ
。

灰
黄
裾

色
。
生

駒
西
麓

。
白
色

砂
粒

(小
。
中

)を
ゃ
ゃ

多
量

含
み
、

角
閃

石
(小

。
中

)・
雲

母
(小

。
中

)を

少
量

含
む

。

口
縁

部
ヽ
体
部

外
面

の
一

部
、

口
縁

部
内

面
の
一
部
に
煤
が
付

着
。
  
 

「



１ ０ μ ｌ

7
甕

推
定

口
径 15

,4
(1
/2
)

外
 

口
縁

部
―

ヨ
コ
ナ

デ
。

体
部

―
タ

タ
キ
(5
本

//
翻

)。

内
 

口
縁

部
―

ヨ
コ
ナ

デ
。

体
部

―
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ
。

灰
黄
裾

色
。
生
駒

西
麓

。
自
色
砂

粒

(小
。
中

)。
角

閃
石

(小
)・

雲
母

(小
)を

や
や

多
量

含
む

。

焼
成

良
好

。
日
縁

部

内
・

外
面

に
煤
が

付

着
。

8
甕

口
窄
き
 1
2.
8

(ほ
ぼ
完
存

)

外 内

日
縁

部
―

ヨ
コ
ナ

デ
。
体

部
―
が

タ
キ

(5
～

6本
/翻

)。

口
縁

部
―

ヨ
コ
ナ

デ
。

体
部

―
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ
。

灰
裾

色
。
生

駒
西
麓

。
白
色
砂

粒
(小

。
中

)・
角
閃

石
(小

。
中

)。
雲
母

(小
・

中
)を

,や
多

量
含
む

。

焼
成

良
好

。
日
縁
部

外
面

の
一
部

に
煤

が

付
着

。

甕
推

定
口
径 13

0(
1/
4)

外
 

口
縁

部
―
ユ

ビ
オ

サ
エ

の
の

ち
、

ヨ
コ
ナ

デ
。

内
 

口
縁

部
―

ヨ
ヨ
ナ

デ
。

体
部

―
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ
。

灰
黄
褐

色
。
生

駒
西

麓
。

白
色

砂
粒

(小
。
中

)、
雲

母
(小

。
中

)を
少

量
含
み
、

角
閃

石
(小

。
中

。
大

)を

や
や
多

量
合
む

。

焼
成

良
好

。
口
縁
部

外
面

に
煤

が
付

着
。

10
甕

推
定

口
径 15

。
2(
1/
5)

外
 

口
縁

部
―

ヨ
コ
ナ
デ
。

内
 

口
縁

部
―

ヨ
コ
ナ

デ
。

体
部

―
ヘ

ラ
ケ
ズ

リ
。

に
ぶ

い
禍
色

。
生

駒
西
麓

。
白
色
砂

粒

(小
・

中
)・

雲
母

(小
・

中
)・

角

閃
石

(小
)を

少
量

含
む

。

焼
成

良
好

。
口
縁

部

外
面

の
一

部
に
煤
が

付
着

。

甕
推
定

口
径 13

.2
(1
/4
)

外
 

口
縁

部
―

ヨ
コ
ナ

デ
。

体
部

―
タ

タ
キ
(5
本

/m
)の

の
ち
、

ハ

ケ
。

内
 

口
縁

部
―

ヨ
コ
ナ

デ
。

体
部

―
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ
。

に
ぶ

い
黄
橙

色
。
生

駒
西
麓

。
白
色

砂

粒
(小

。
中

。
大

)を
多

量
合
み
、

角

閃
石

(小
。
中

)。
雲

母
(小

・
中

)

を
少
量

含
む

。

焼
成

良
好

。
日
縁
部

外
面

に
煤

が
付

着
。

12
・ 甕

推
定

口
径 16

2(
1ノ

/2
)

外
 

日
縁

部
―
ユ

ビ
オ

サ
エ

の
の

ち
、

ヨ
ヨ
ナ

デ
。

内
 

口
縁

部
一
ハ

ケ
の

の
ち

、
ヨ

コ
ナ

デ
6体

部
―
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ
。

に
ぶ

い
褐

色
。

自
色

砂
粒

(小
)、

雲

母
(小

)・
角

閃
石

(小
)を

少
量

含

む
。

焼
成

良
好

。
日
縁
部

外
面

の
一

部
に
燥
が

付
着

。

甕
推

定
口
径 1
6.
4(
1ノ

/9
)

外
 

口
縁

部
―
ヨ
コ
ナ
デ
。

内
 

口
縁

部
―
ヨ
コ
ナ
デ
。

体
部

―
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ
。

淡
橙
色
。

自
色
砂
粒

(小
・

中
)・

灰

色
砂
粒

(小
。
中

)を
少
量

含
む
。

焼
成

良
好

。

甕
推

定
口
径 15

,6
(1
/2
)

外
 

口
縁

部
―
ユ

ビ
オ

サ
エ

の
の

ち
、

ヨ
コ
ナ

デ
。

内
 

口
縁

部
―

ヨ
コ
ナ

デ
。

体
部

―
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ
。

明
褐

灰
色

。
白
色

砂
粒

(小
・

中
)。

雲
母

(小
。
中

)・
角

閃
石

(4
ヽ
。 中

)

を
少
量

含
む

。

焼
成

良
好
。

口
縁
部

ヽ
体
部

の
一
部

に
媒

が
付

着
。
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遺
物

番
号

器
 

種
法

量
(現

存
率

)

単
位

翻
成

形
・

調
整

色
調

・
胎

上
焼

成
・

備
考

甕
推

定
口
径 12

.4
(1
/8
)

口
縁

部
―
櫛

摘
直

線
文

8本
。

鉄

部
―
ハ

ケ
の
の

ち
、

ヨ
コ
ナ
デ
。

口
縁

部
―

ヨ
コ
ナ

デ
。

体
部

―
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ
。

外 内

に
ぶ

い
極

色
。

自
色
砂

粒
(小

。
中

)

を
や

や
多
量

含
む

。

焼
成

良
好

。

鉢
推

定
口
径 10

.6
(1
/4
)

外
 

口
縁

部
―

ヨ
ヨ
ナ

デ
。

体
部

―
ヘ

ラ
ナ

デ
。

内
 

口
縁

部
―

ヨ
コ
ナ

デ
。

体
部

一
ナ

ア
。

外
。
内

一
橙

色
。

断
―
灰

白
色

。
胎
土

精
良
。

自
色
砂

粒
(小

。
中

)
を

少
量

含
む
。

焼
成

良
好

。
体
部
下

半
外
面

に
黒
― 班

。

小
型

丸
底

壷

9.
2

(ほ
ぼ

完
存

)

7.
0

器
高

口
径

外
 

口
縁
部

一
ヨ
コ
ナ
デ

。
体
部

―
ハ

ケ
の

の
ち
、

ナ
デ

。

内
 

口
縁

部
―
ヨ
コ
ナ

デ
。
体
部

―
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ
。

褐
灰

色
。

自
色

砂
粒

(小
。
中

)を
や

や
多
量

含
み
、

雲
母

(小
・

中
)を

少

量
含
む

。

焼
成

良
好

。

18
小

型
丸

底
壷

推
定

口
径

9.
2(
1/
3)

外
 

口
縁

部
―

ヨ
コ
ナ

デ
。

体
部

―
ナ

フ
‐

。

内
 

日
縁

部
―

ヨ
ヨ
ナ

デ
。

体
部

―
ナ

デ
。

外
・

内
一
淡

掻
色

。
断

―
灰

白
色

。
胎

土
精

良
。

自
色

砂
粒

(小
。
中

)を
少

量
含
む

。

焼
成

良
好

。

器
 

台

口
径

9.
4(
完

存
)

器
高
84

脚
底
径

10
,4

脚
部

に
4孔

。

外
 

受
部

―
ヘ

ラ
ミ
ガ

キ
。

脚
部

一
ヘ

ラ
ナ

デ
の

の
ち

、
ヘ

ラ
ミ
ガ

キ
。

内
 

受
部

―
ヨ

コ
ナ

デ
の

の
ち
、

ヘ
ラ

ミ
ガ

キ
。

脚
部

―
ユ

ビ
オ

サ
エ
・

ハ
ケ

の
の

ち
、

ナ
デ

。

に
ぶ

い
掻

色
。

胎
土
精

良
。

白
色
砂

粒

(小
。
中

)・
雲

母
(小

。
中

)を
微

量
含
む

。

焼
成

良
好

。

20
一 堕

推
定

口
径 13

6(
1/
4)

口
縁
部

―
ハ

ケ
の
の
ち
、

ヨ
ヨ
ナ

デ
。
体
部

―
ハ

ケ
。

口
縁
部

―
ハ
ケ
の
の
ち
、

ヨ
コ
ナ

デ
。
体
部

―
ヘ

ラ
ケ
ズ

リ
。

外 内

に
ぶ
い
裾
色
。

白
色
砂
粒

(小
。
中

)

を
少
量
、
茶
色
砂
粒

(小
。
中

)を
や

や
多
量
含
む
。

焼
成
良
好
。
体
部
下

半
外
面
に
煤
が
付
着
。
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21
甕

推
定

口
径 1
6.
8(
1/
4)

外
 

口
縁

部
―

ヨ
コ
ナ

デ
。

体
部

―
が

タ
キ

(7
本

/伽
)。

内
 

口
縁

部
―

ヨ
コ
ナ

デ
。

体
部

―
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ
。

褐
灰

色
。
生
駒

西
麓

。
白
色

砂
粒

(小
。
中

)・
雲

母
(小

)。
角

閃
石

(小
)

を
少
量

含
む

。

焼
成

良
好

。

22
甕

推
定

口
径

9・
0(
1/
6)

外
 

口
縁

部
一
櫛

描
直

線
文

5本
。

体
部

一
ハ

ケ
。

内
 

口
縁

部
―

ヨ
コ
ナ

デ
。

体
部

一
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ
。

灰
白
色

。
自
色

砂
粒

(小
。
中

)・
灰

色
砂

粒
(小

。
中

)・
雲

母
(小

)を

少
量

含
む

。

焼
成

良
好

。

甕
推
定

口
径 16

2(
1/
3)

外
 

口
縁

部
―
ヨ
コ
ナ
デ
、

体
部

―
タ

痺
キ
(7
本

//
印

)。

内
 

口
縁

部
―

ヨ
コ
ナ
デ

。
体
部

―
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ
。

に
ぶ
い
黄
裾
色
。
生
駒
西
麓

。
白
色
砂

粒
(小

。
中

)を
や
や
多
量

含
み
、
雲

母
(小

。
中

)・
角
閃
石

(小
・

中
)

を
少
量

含
む

。

焼
成

良
好

。

24
器
 

台
推

定
日
径

9。
2(
2/
/3
)

外 内

ヘ
ラ

ミ
ガ
キ

。

磨
耗

の
た

め
不

明
。

に
ぶ
い
笹
色
。

白
色
砂
粒

(小
。
中

)

を
少
量

含
む
。

焼
成

良
好

。

器
 

台
推

定
底
径 16

.0
(1
/4
)

外
 

ヨ
コ
ナ

デ
。

内
 

受
部

―
ナ

デ
。

脚
部

―
ヘ

ラ
ケ

ズ

リ
。

浅
黄
掻
色
。

白
色
砂
粒

(小
。
中

)・

雲
母

(小
。
中

)を
少
量

含
む
。

焼
成

良
好

。

吏
推

定
口
径 2C

l.
8(
1/
4)

外
口
縁

部
―
ヨ
コ
ナ

デ
c顕

部
―
ヨ

コ
ナ

デ
の

の
ち
、

ヘ
ラ

ミ
ガ

キ
。

口
頸
部

―
ハ

ケ
の

の
ち
、

ヨ
コ
ナ

デ
。

内

浅
黄
掻

色
。

白
色
砂

粒
(小

。
中

)を

や
や

多
量

含
む

。

焼
成

良
好

。
日
縁

部

外
。
内
面

の
一

部
に

煤
が

付
着

。

27
一 壁

日
径

14
.8
(2
/3
)

外
 

口
頸

部
―
ヘ

ラ
ミ
ガ

キ
。

内
 

口
頸

部
―
ナ
デ
。

灰
黄
色
c白

色
砂
粒

(小
・

中
)を

少

量
含
む
。

焼
成

良
好

。

28
童

口
径

2
■
4(
7/
8)

外 　 内

口
頸

部
―
ハ

ケ
の

の
ち
、

ヨ
コ
ナ

デ
。

ヨ
コ

ナ
デ

。

橙
色

。
白
色
砂

粒
(小

。
中

。
大

)を

や
や

多
量

含
む

。

焼
成

良
好

。



― １ 　 ０ ヽ 　 ― ―

物 号
遺 番

器
 

種
法

量
(現

存
率

)

単
位

効
成

形
。

調
整

色
調

｀
胎

土
焼

成
・

備
考

29
一 亜

推
定

口
径 19

.0
(1
/4
)

外 　 内

口
頸

部
―
ハ

ケ
の
の

ち
、

ヨ
コ
ナ

ア
。

日
頸

部
―

ヨ
コ
ナ

デ
。

体
部

―
ヘ

ラ
ケ
ズ

リ
。

明
褐
灰

色
。
生

駒
西
麓

。
白
色

砂
粒

(小
。
中

。
大

)。
雲

母
(小

。
中

)

・
角
閃

石
(小

。
中

)を
ゃ

ゃ
多
量

合

む
。

焼
成

良
好

。
口
縁

部

外
。
内
面

の
一

部
に

黒
斑

。

30
貢

径
口

17
.2
(1
/2
)

外
 

口
頸

部
―
ハ

ケ
の
の

ち
、

ヨ
コ
ナ

デ
。

体
部

―
ハ

ケ
。

内
 

口
頸
部

―
ハ

ケ
の
の

ち
、

ヨ
ヨ
ナ

ブ
。

体
部

―
ユ

ビ
オ
サ

エ
の

の
ち
、

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
。

灰
黄
褐

色
。
生
駒

西
麓

。
自
色

砂
粒

(小
。
中

。
大

)を
少
量

含
み

、
雲

母

(小
。
中

)、
角

閃
石

(小
。
中

)を

微
量

含
む

。

焼
成

良
好

。
日
縁

部

外
・

内
面

に
集

が
付

着
。

一 望
推
定

口
径 19

.4
(1
/3
)

外 内

ヨ
ヨ

ナ
デ

。

ヨ
コ

ナ
デ

。

に
ぶ

い
黄
橙

色
。
生
駒

西
麓

。
白
色
砂

粒
(小

。
中

)を
ゃ
ゃ

多
量

含
み
、
雲

母
(小

)・
角
閃

石
(小

)を
少
量

含
む

。

焼
成

良
好

。
日
縁

部

外
面

に
黒

斑
。

32
壷

17
.6
(完

存
)

径
口

外
 

タ
タ
キ
(4
本

/翻
)、

ハ
ケ

の

の
ち
、

ヨ
コ
ナ
デ
。

内
 

ヨ
コ
ナ
デ
。

浅
黄
色

。
白
色

砂
粒

(小
。
中

)を
多

量
合
み
、

雲
母

(小
。
中

)を
少

量
含

む
。

焼
成

良
好

。

甕
径

底

&8
(2
/3
)

外
 

体
部

―
タ

タ
キ
(3
本

/加
)。

底
部

―
ナ

デ
。

内
 

体
部

～
底

部
―
ナ

デ
。

に
ぶ

い
黄

掻
色

。
自
色
砂

粒
(小

。 中
)

を
や

や
多

量
含
む

。

焼
成

良
好

。
底
部
外

。
内
面

に
煤

が
付
着

。

甕
径

口

碗
(2
/3
)

外
 

国
縁

部
―

ヨ
コ
ナ

デ
。

体
部

と
タ

タ
キ
(7
本

/翻
)。

内
 

口
頸
部

―
ヨ
コ
ナ

デ
。

体
部

―
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ
。

に
ぶ

い
黄
裾

色
。
生

駒
西
麓

。
自
色
砂

粒
(小

。
中

)を
や
ゃ

多
量

含
み
、

雲

母
(小

)・
角

閃
石

(小
)を

少
量

含

む
。

焼
成

良
好

。

甕
径

口

17
8(
完

存
)

外
 

口
縁

部
―

ヨ
コ

ナ
デ

。
体
部

―
タ

タ
キ
(5
本

/翻
)の

の
ち
、

ハ

ケ
。

内
 

口
縁

部
一
ハ

ケ
の

の
ち

、
ヨ

コ
ナ

デ
6体

部
―
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ
ハ

暗
褐
色

。
生
駒

西
麓

。
白
色

砂
粒

(小
。
中

)。
角

閃
石

(小
。
中

)を
や

や

多
量

含
み
、

雲
母

(小
。
中

)を
少
量

含
む

。

焼
成

良
好

。
体
部

外
面

。
医
部

内
面

に
県

が
付
着

。



― ｌ 　 φ 伽 　 ― ―

甕
推
定

口
径 1
66
(1
/8
)

外
 

国
縁

部
―

ヨ
コ
ナ

デ
。

体
部

―
タ

タ
キ
(6
本

/翻
)。

内
 

口
縁

部
―

ヨ
ヨ

ナ
デ

。
体

部
―
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ
。

暗
オ

リ
ー
ブ
裾

色
。
生

駒
西
麓

。
自
色

砂
粒

(小
。
中

)・
角

閃
石

(小
。 中

)

・
雲

母
(小

。
中

)を
少

量
含
む

。

焼
成

良
好

。
口
縁

部

・
体
部

外
面

に
媒

が

付
着

。

甕
推
定

口
径 1
50
(1
/5
)

外
 

国
縁
部

―
ヨ
コ
ナ
デ
。

体
部

―
タ

タ
キ
(8
本

/翻
)の

の
ち
、

ハ

ケ
。

内
 

口
縁

部
―
ハ

ケ
の
の

ち
、

ヨ
コ
ナ

デ
。
体
部

―
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ
。

灰
褐
色

。
生
駒

西
麓

。
白
色
砂

粒
(小

。
中

)・
雲

母
(小

。
中

)・
角
閃

石

(小
。
中

)を
ゃ

ゃ
多
量

含
む

。

焼
成

良
好

。

甕
推
定

回
径 1
4.
2(
1/
5)

外 内

日
縁

部
―

ヨ
コ
ナ

デ
。

体
部

―
タ

タ
キ
(7
本

/靱
)o

口
縁

部
―
ハ

ケ
の

の
ち
、

ヨ
コ
ナ

デ
。

体
部

一
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ
。

掻
色
。

白
色

砂
粒

(小
)を

少
量

含
む

。
焼

成
良
好
c口

縁
部

外
面

に
媒

が
付

着
。

甕
推
定

口
径 16

.0
(1
/5
)

外
 

口
縁

部
―

ヨ
コ
ナ

デ
。

体
部

一
ハ

ケ
。

内
 

口
縁

部
―

ヨ
コ
ナ

デ
。

体
部

―
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ
。

灰
白
色

。
灰
色
砂

粒
(小

。
中

)を
や

ゃ
多

量
含
む

。

焼
成

良
好

。
口
縁
部

外
面
・

体
部

上
半
外

面
の
一

部
に
煤

が
付

着
。

甕
推
定

口
径 15

.0
(1
/3
)

外
 

口
縁

部
―

ヨ
コ
ナ

デ
。

体
部

―
ハ

ケ
。

内
 

口
縁

部
―

ヨ
コ
ナ

デ
。

体
部

―
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ
。

浅
黄
橙

色
。

白
色
砂

粒
(小

・
中

)・

茶
色
砂

粒
(小

。
中

)を
少

量
含
む

。

焼
成

良
好

。
体
部
外

面
に
煤

が
付

着
。

41
甕

推
定

口
径 13

.2
(1
/9
)

外
 

国
縁

部
―

ヨ
コ
ナ

デ
。

体
部

―
ナ

ア
。

内
 

口
縁

部
―
ハ

ケ
の

の
ち
、

ヨ
コ
ナ

デ
。

体
部

―
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ
。

灰
黄
色
。

白
色
砂
粒

(小
。
中

)・
角

閃
石

(小
。
中

)を
少
量

含
む
。

焼
成

良
好

。

甕
推
定

口
径 15

.4
(1
/4
)

外
 

国
縁

部
―

ヨ
ヨ

ナ
デ

。
体

部
―
ハ

ケ
。

内
 

口
縁

部
―

ヨ
コ
ナ

デ
。

体
部

―
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ
。

に
ぶ

い
黄

掻
色

。
白
色
砂

粒
(小

。 中
)

角
閃

石
(小

。
中

)を
ゃ

や
多
量

含
む
。

焼
成

良
好
。

43
甕

推
定

口
径 15

0(
1/
5)

外
 

国
縁

部
―

ヨ
コ
ナ

デ
。

体
部

一
ハ

ケ
。

内
 

口
縁

部
―

ヨ
コ
ナ

デ
。

体
部

一
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ
。

橙
色

。
白
色
砂

粒
(小

。
中

)を
少

量

含
み
.雲

母
(小

)を
微

量
含
む

。

焼
成

良
好

。



|
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物 号
遺 番

器
 

種
法

量
(現

存
率

)

単
位

翻
成

形
。

調
整

,色
調

・
胎

土
焼

成
。
備

考

44
甕

推
定

口
径 14

.4
(1
/6
)

外
 

口
縁

部
―
ヨ
コ
ナ

デ
。

体
部

―
ハ

ケ
。

内
 

口
縁

部
―

ヨ
コ
ナ
デ

。
体
部

―
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ
。

灰
黄
色
。

白
色
砂
粒

(小
。
中

)・
角

閃
石

(小
。
中

)を
少
量

含
む
。

焼
成

良
好

。

45
甕

推
定

口
径 15

.2
(1
/5
)

外 内

口
縁
部

―
櫛

描
直

線
文

6本
。

日
縁

部
―

ヨ
コ
ナ
デ

。
体
部

一
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ
。

赤
笹

色
。

自
色
砂

粒
(小

・
中
・

大
)

を
ゃ

ゃ
多
量

含
み
、

雲
母

(小
。
中

)

を
少
量

含
む

。

焼
成

良
好

。
日
縁
部

外
。
内
面

に
煤

が
付

着
。

46
製

塩
土

器
底

径
4.
8 (ほ

ぼ
完

存
)

外 内

ナ
デ

。

ナ
デ

。

灰
白
色
。

白
色
砂

粒
(小

・
中

)を
や

や
多
量

含
み
、

角
閃

石
(小

。
中

)を

少
量

含
む

。

焼
成

良
好

。

47
鉢

径 高

口 器

11
.6
(2
/3
)

41

外
 

ユ
ビ
オ
サ

エ
の
の

ち
、

ナ
デ
。

内
 

ナ
デ
。

橙
色
。

白
色

砂
粒

(小
・

中
)を

多
量

含
む

。

焼
成
良
好
。
体
部
外

面
に
煤
が
付
着
。

48
鉢

推
定

口
径 15

.2
(1
/3
)

器
高
 5
.2

外
 

口
縁

部
―
ヨ
コ
ナ

デ
。

体
部

―
ヘ

ラ
ミ
ガ

キ
。

内
 

口
縁

部
―
ヨ
コ
ナ

デ
。

体
部

―
ヘ

ラ
ミ
ガ
キ

c

浅
黄
橙
色
。
胎
土
精

良
。

白
色
砂

粒
(小

。
中

)を
少
量

含
む
。

焼
成

良
好

。
体
部
外

面
に
赤
彩

。

49
小

型
丸

底
重

推
定

口
径 11

.6
(1
/3
)

器
高

75

外 　 内

ナ
デ

の
の

ち
、

ヘ
ラ

ミ
ガ

キ
。

ナ
デ

の
の

ち
、

ヘ
ラ

ミ
ガ

キ
。

に
ボ
い
掻

色
。
胎
土
精

良
。

自
色
砂
粒

(小
)を

徴
量

含
む

。
焼

成
良
好

。
底
部

外
面

に
黒

斑
。

50
小

型
丸

底
壼

径 高

口 器

Ю
.8
(2
/3
)

72

外
 
ヘ

ラ
ミ
ガ

キ
。

内
 

口
縁
部

―
ヘ

ラ
ミ
ガ

キ
。

体
部

～

底
部

―
磨

耗
の
た
め
調

整
不

朔
。

浅
黄

橙
色
。

胎
土

精
良

。
白
色

砂
粒

(小
。
中

)を
少

量
含
む

。

焼
成

良
好

。



― 亀 ―

小
型

丸
底
壼

径 高
口 器

Ю
8(
3/
4)

6.
7

外
 

ヘ
ラ

ミ
ガ

キ
。

内
 

口
縁

部
―
ヘ

ラ
ミ
ガ

キ
。

体
部

～

底
部

―
ナ

デ
。

浅
黄
橙

色
.胎

土
精

良
。

自
色

砂
粒

(小
。
中

)を
少

量
含
む

。

焼
成

良
好

。

小
型

丸
医
壷

口
径
 7
.2
(1
/2
)

外
 

ヘ
ラ

ミ
ガ

キ
。

内
 

口
縁

部
―
ヘ

ラ
ミ
ガ

キ
。

体
部

―

磨
耗

の
た
め
調

整
不

明
。

浅
黄
橙

色
。

胎
土
精

良
。

白
色
砂

粒

(小
・

中
)を

微
量

含
む

。

焼
成

良
好

。

器
 

台

口
径

10
,3
(3
/4
)

器
高

89
脚

底
径

13
.0

脚
部

に
4孔

。
外
 

ハ
ケ

の
の

ち
、

ヘ
ラ

ミ
ガ

キ
。

内
 

受
部

―
ヨ

コ
ナ

デ
の

の
ち
、

放
射

状
ヘ

ラ
ミ
ガ

キ
。
脚

部
―
ハ

ケ
の

の
ち
、

ナ
デ

。

淡
橙
色
。
胎
土
精

良
。

白
色
砂
粒

(小

・
中

)を
微
量

含
む
。

焼
成

良
好

。

54
器
 

台
口

径
 9
.0
(完

存
)

外 内

ヘ
ラ

ミ
ガ

キ
。

受
部

―
ヘ

ラ
ミ
ガ

キ
。

脚
部

―
ハ

ケ
c

に
ぶ

い
橙

色
。

胎
土

精
良
。

焼
成

良
好

。

高
 

邦
推
定

口
径 19

.6
(1
/4
)

外 内

ヘ
ラ

ミ
ガ

キ
。

ヘ
ラ

ミ
ガ

キ
。

に
ぶ

い
橙

色
。

胎
土

精
良

。
白
色
砂

粒

(小
。
中

)を
少

量
含
む

。

焼
成

良
好

。
日
縁

部

外
―
内
面

の
一

部
に

黒
班

。

一 望

推
定

日
径 21

0

頸
部

(完
存

)

外
 

ハ
ケ

の
の

ち
、

ヨ
コ
ナ

デ
。

内
 

ヨ
コ
ナ

デ
。

灰
自
色
。

白
色
砂
粒

(小
。
中

。
大

)

を
多
量
、
雲
母

(小
)を

少
量

含
む
。

焼
成
良
好
。

一 望
頸

部
(完

存
)

外
 
頸
部

―
ハ

ケ
の

の
ち
、

ヨ
コ
ナ

デ
。

体
部

―
ハ

ケ
。

内
 
頸

部
―
ハ

ケ
の
の

ち
、

ヨ
コ
ナ

デ
。

体
部

―
ナ

デ
。

に
ぶ

い
橙

色
。
生

駒
西
麓

。
白
色
砂

粒

(小
。
中

)・
雲

母
(中

)・
赤

色
砂

粒
(中

)・
角

閃
石

(小
。
中

)を
多

量
含
む

。

焼
成

良
好

。

吏
推
定

口
径 16

.2
(1
/2
)

外
 

国
頸

部
―

ヨ
コ
ナ

デ
。

体
部

―
ハ

ケ
。

内
 

口
頸

部
―

ヨ
ヨ
ナ

デ
。

体
部

―
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ
。

浅
黄
色

。
自
色
砂

粒
(小

。
中

)・
灰

色
砂

粒
(小

。
中

)を
少

量
含
む

。

焼
成

良
好

。



― ‐ 　 ⇔ ∞ 　 ‐ ―

遺
物

番
号

器
 

種
群 翻

現 位
甑 単

法
成

形
・

調
整

色
調

・
胎

土
焼

成
・

備
考

壷
日

径
17
.4
(1
/2
)

外
 

ヨ
コ
ナ
デ
。

内
 

口
頸
部

―
ハ

ケ
の
の

ち
、

ナ
デ
。

体
部

―
ナ

デ
。

外
。
内

一
灰

黄
色

。
断

―
黄

灰
色

。
生

駒
西
麓

。
白
色

砂
粒

(小
・

中
。
大

)

を
多
量

に
含
み
、
雲

母
(小

)・
角

閃

石
(小

。
中

)を
少
量

含
む

。

焼
成

良
好

。

60
壷

日
径
 1
64 (
ほ

ぼ
完

存
)

外
 

口
頸

部
―
ハ

ケ
の
の

ち
、

ヨ
コ
ナ

デ
。

体
部

―
ハ

ケ
。

内
一
口
頸

部
―

ヨ
コ
ナ

デ
。

体
部

―
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ
。

外
・

に
ぶ

い
褐

色
。

内
・

断
―
に
ぶ

い

黄
褐

色
。
生
駒

西
麓

。
自
色

砂
粒

(小
。
中

。
大

)・
角

閃
石

(小
。
中

)・

雲
母

(小
。
中

)を
多
量

に
含
む

。

焼
成

良
好

。

一 貿

推
定

口
径

14
2

頸
部
 (
4/
5)

器
高

 1
8.
2

外
 

ヘ
ラ

ミ
ガ

キ
。

内
 

口
頸

部
―
ヘ

ラ
ミ
ガ

キ
c体

部
～

底
部

―
ハ

ケ
。

外
―
橙

色
。

内
・

断
=灰

色
。
胎

土
精

良
。
白
色
砂
粒

(小
・

中
)を

や
や
多

量
含
み

、
茶

色
砂

粒
(小

。
中

)を
少

量
含
む

。

焼
成

良
好

。
頸

部
～

体
部

に
黒

班
。

● 々
一 霊

体
部

(完
存

)

外
 

ヘ
ラ
ケ

ズ
リ
の

の
ち

、
ヘ

ラ
ミ
ガ

キ
。

内
 

剖
離

の
た

め
調

整
不

明
。

橙
色
と

白
色
砂

粒
(小

。
中

。
大

)・

赤
色
砂

粒
(小

・
中

。
大

)を
多
量

に

含
む

。

焼
成

良
好

。

甕
1
54
(7
/8
)

1
6.
3

径 高
口 器

外
 

口
縁

部
―

ヨ
コ
ナ

デ
。

体
部

―
タ

タ
キ
(8
本

/翻
)の

の
ち

、
ハ

ケ
。

内
 

向
縁

部
一
ハ

ケ
の

の
ち

、
ヨ

コ
ナ

デ
。

体
部

―
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

に
ぶ

い
褐
色

。
生
駒

西
麓

。
白
色

砂
粒

(小
・

中
)を

や
や

多
量

含
み
、
雲

母

(小
。
中

)・
角
閃

石
(小

。
中

)を

少
量

含
む

。

焼
成

良
好

。
日
縁
部

～
体
部

外
面

。
体
部

下
半

内
面

に
煤

が
付

着
。

甕

口
 
径

 1
4.
0

(完
存

)

器
高

18
.8

外
 

日
縁

部
―

ヨ
コ
ナ

デ
。

体
部

―
タ

タ
キ
(8
本

/翻
)。

内
 

口
縁

部
―

ヨ
コ

ナ
デ

。
体

部
―

ヘ

ラ
ケ

ズ
リ
。

褐
色

。
生
駒

西
麓

。
白
色
砂

粒
(小

・

中
)・

角
閃

石
(小

。
中

)・
雲

母

(小
。
中

)を
少

量
含
む

。

焼
成

良
好

。
日
縁

部

外
面

。
体

部
下

半
内

面
に

煤
が

付
着

c

甕
口

径
14
.4
(5
/6
)

外
 

日
縁

部
―

ヨ
コ
ナ

デ
。

体
部

―
タ

タ
キ
(4
本

/翻
)の

の
ち

、
ヘ

ケ
。

内
 

口
縁

部
―

ヨ
コ

ナ
デ

。
体

部
―
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ
。

浅
黄
橙

色
。
生

駒
西
麓

。
白
色

砂
粒

(小
。
中

)・
角

閃
石

(小
。
中

)・

雲
母

(小
。
中

)を
少

量
含
む

。

焼
成

良
好

。
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66
甕

推
定

口
径 18

.2
(1
/2
)

口
縁

部
―

ヨ
コ
ナ

デ
。

体
部

―
タ

タ
キ

の
の

ち
、

ハ
ケ

。

日
縁

部
―
ハ

ケ
の

の
ち
、

ヨ
コ
ナ

デ
。

体
部

―
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ
。

外 内

に
ぶ

い
褐
色

。
生

駒
西
麓

。
白
色
砂

粒

(小
。
中

)を
や
や

多
量

含
み

、
雲

母

(小
)・

角
閃

石
(小

。
中

)を
少
量

含
む

。

焼
成

良
好

。

甕
推

定
口
径 12

.0
(1
/4
)

外
 

日
縁

部
―

ヨ
コ
ナ

デ
。

体
部

―
タ

タ
キ
(6
本

/翻
)の

の
ち

、
ハ

ケ
。

内
 

口
縁

部
―

ヨ
コ
ナ

デ
c体

部
―
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ
。

淡
赤

橙
色
。

生
駒

西
麓

。
白
色
砂

粒

(小
。
中

)・
角

閃
石

(小
。
中

)。

雲
母

(小
・

中
)を

少
量

含
む

。

焼
成

良
好

。
日
縁

部

～
体

部
下

半
外

面
に

媒
が

付
着

。

68
甕

口
径

14
.8
(3
/4
)

外
 

口
縁

部
―

ヨ
コ

ナ
デ

。
体

部
―

タ
タ
キ
(3
本

/靱
)の

の
ち

、
ハ

ケ
。

内
 

口
縁

部
―

ヨ
ヨ

ナ
デ

。
体

部
―
ナ

ブ
。

外
一
浅

黄
橙

色
～
赤
黒

色
。

内
一
浅
黄

橙
色

～
褐

灰
色

。
断

―
明
裾
色

。
白
色

砂
粒

(小
。
中
・

大
)を

多
量

含
む

。

焼
成

良
好

。
体

部
外

面
。
体
部
下

半
内
面

に
煤

が
付

着
。

69
甕

推
定

口
径 16

8(
1/
3)

器
高

19
.8

外
 

口
縁

部
―

ヨ
コ
ナ

デ
。

体
部

―
タ

タ
キ
(2
本

/翻
)の

の
ち

、
ハ

ケ
。

内
 

口
縁

部
―

ヨ
コ
ナ

デ
。

体
部

―
ナ

灰
白
色
。

自
色
砂

粒
(小

。
中

。
大

)

・
茶

色
砂

粒
(小

。
中
・

大
)を

少
量

含
む
。

焼
成

良
好

。
体
部

下

半
外

面
に
媒

が
付

着
。

甕
推
定

口
径 18

.6
(1
/2
)

外
 

口
縁

部
―
ヨ
コ
ナ

デ
。

体
部

―
ハ

ケ
。

内
 

口
縁

部
―
ヨ
コ
ナ

デ
。

体
部

iヘ

ラ
ケ

ズ
リ
。

浅
黄
橙

色
。

自
色
砂

粒
(小

。
中

)を

少
量

含
む

。

焼
成

良
好

。
体
部

外

面
に
煤

が
付
着

。

甕
13
.3
(1
/2
)

18
.2

径 高
口 器

口
縁

部
―

ヨ
コ
ナ

デ
。

体
部

―
ハ

ケ
の
の
ち
、

櫛
描

波
状
文

(6
本

)

日
縁

部
―

ヨ
コ
ナ

デ
。

体
部

―
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ
。

外 内

灰
白
色
。

白
色
砂

粒
(小

・
中

)・
茶

色
砂

粒
(小

。
中

)を
や

ゃ
多
量

含
み

雲
母

(小
。
中

)を
微
量

含
む

。

焼
成

良
好

。
体

部
下

半
外

。
内
面

に
煤
が

付
着

。

甕
推

定
口
径 18

.4
(1
/2
)

外
 

国
縁

部
―

ヨ
コ
ナ

デ
。

体
部

―
ハ

ケ
。

内
 

口
縁

部
―

ヨ
コ
ナ

デ
。

体
部

―
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ
。

灰
白
色

。
自
色

砂
粒

(小
。
中

。
大

)

を
ゃ

や
多

量
含
み
、

雲
母

(小
)を

微

量
含

む
。

焼
成

長
好

。
体
部
下

半
外

面
に
煤
が

付
着

。

甕
推

定
口
径 1
4.
4(
1/
2)

外
 

日
縁

部
―

ヨ
コ
ナ
デ
。

体
部

―
ハ

ケ
。

内
 

口
縁

部
―

ヨ
コ
ナ
デ
。

体
部

―
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ
。

浅
黄
橙

色
。

白
色
砂

粒
(小

。
中

)。

茶
色
砂
粒

(小
。
中

)を
や

や
多

量
含

み
、
雲

母
(小

。
中

)を
微
量

含
む

。

焼
成

良
好

。
口
縁

部

～
体
部

外
面

の
一

部
に
煤

が
付

着
。
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遺
物

番
号

器
 

種
群 翻

現 位
獣 単

法
成

形
・

調
整

色
調

・
胎

土
焼

成
。
備

考

甕
推

定
口
径 16

.6
(1
/5
)

外
 

口
縁

部
―
ヨ
コ
ナ
デ
。

体
部

―
ハ

ケ
。

内
 

日
縁

部
―

ヨ
コ
ナ

デ
。

体
部

―
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ
。

灰
自
色

、
自
色

砂
粒

(小
・

中
。
大

)

を
ゃ
ゃ
多

量
含
み
、

雲
母

(小
)を

微

量
含
む

。

焼
成

良
好

。
体
部

下
半

外
面
・

体
部

下
半

内
面

に
媒
が

付
着

。

甕
推
定

口
径

17
.0

頸
部

(1
/2
)

外
 

口
縁

部
―
ヨ
コ
ナ

デ
。

体
部

―
ハ

ケ
。

内
 

口
縁

部
―

ヨ
コ
ナ

デ
。

体
部

―
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ
。

浅
黄
橙
色

。
白
色
砂

粒
(小

・
中

。 大
)

を
や
や

多
量

含
み
、

雲
母

(小
。
中

)

を
少

量
含
む

。

焼
成

良
好

。
日
縁

部

外
・

内
面

の
一

部
、

体
部

外
面

に
煤

が
付

着
。

甕
口
 
径

 1
4.
6

(完
存

)

外
 

口
縁

部
―

ヨ
コ
ナ
デ
。

体
部

―
ハ

ケ
。

内
 

口
縁
部

―
ヨ
コ
ナ

デ
c体

部
―
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ
。

浅
黄
掻

色
。

白
色

砂
粒

(小
。
中

)を

や
や
多
量

含
み
、

雲
母

(小
)を

少
量

含
む
。 
  

・

焼
成

良
好
。

日
縁
部

～
体
部

外
面

に
煤

が

付
着

。

奏
推
定

口
径

16
.2

頸
部

(完
存

)

外
 

口
縁
部

―
ヨ
コ
ナ

デ
。

体
部

―
ハ

ケ
。

内
 

日
縁

部
―
ヨ
コ
ナ

デ
。

体
部

―
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ
。

外
一
浅

黄
掻

色
。

内
・

断
―
褐

灰
色

。

白
色
砂

粒
(小

・
中

)。
雲

母
(小

)

を
多
量

含
む

。

焼
成

良
好

。

78
甕

推
定

口
径
17
.4
(1
/6
)

器
高

 2
2.
8

外
 

口
縁

部
―
ヨ
コ
ナ

デ
。

体
部

―
ハ

ケ
。

内
 

口
縁

部
―
ヨ
コ
ナ
デ
。

体
部

―
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ
。

外
―
灰

白
色

～
に
ぶ

い
掻

色
。

内
・

断
―
に
ぶ

い
橙

色
。

白
色
砂
粒

(小
。
中

。
大

)を
多
量

、
雲

母
(小

)を
少
量

含
む
。

焼
成

良
好
。

体
部
下

半
外
面

に
煤

が
付
着

。

甕
口
 
奮
ξ 
 1
4.
2

(完
存

)

外
 

国
縁
部

―
ヨ
コ
ナ
デ
。

体
部

―
Hl
l

離
の
た
め
調
整
不

切
。

内
 

口
縁
部

―
ヨ
ヨ
ナ
デ
。
体
部

―
ヘ

ラ
ケ
ズ

リ
。

淡
黄
橙
色
。

白
色
砂
粒

(小
。 中

。 大
)

・
茶
色
砂
粒

(小
。
中

。
大

)を
多
量
、

雲
母

(小
)を

少
量

含
む
。

焼
成

良
好

。
口
縁
部

～
体
部

外
面

に
媒

が

付
着

。

80
甕

口
 
雀
ζ 
 1
3.
0

(完
存

)

外
 

口
縁

部
…

ヨ
コ
ナ
デ
。

体
部

―
ハ

ケ
。

内
 

口
縁

部
―

ヨ
コ
ナ

デ
。

体
部

―
ヘ

ラ
ケ
ズ

リ
。

灰
白
色

。
白
色

砂
粒

(小
・

中

色
砂

粒
(小

。
中

)を
多

量
、

(小
)を

少
量

合
■ 「

。

茶
・ 母

＞ 雲
焼

成
良
好

。
体
部
外

面
の
一
部

に
媒

が
付

着
。
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81
甕

推
定

口
径 15

,0
(1
/8
)

外
 

国
縁

部
―

ヨ
コ
ナ

デ
。

体
部

―
ハ

ケ
。

内
 

口
縁

部
―

ヨ
コ
ナ

デ
。

体
部

―
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ
。

浅
黄
橙

色
。

白
色
砂

粒
(小

・
中

)・

雲
母

(小
)を

少
量

含
む

。

焼
成

良
好

。
体

部
外

面
に
媒

が
付

着
。

82
甕

推
定

口
径 12

.0
(1
/6
)

外
 

口
縁
部

―
ヨ
ヨ
ナ

デ
。

体
部

―
ハ

ケ
。

内
 

口
縁

部
―
ヨ
コ
ナ
デ
。

体
部

―
へ

ラ
ケ

ズ
リ

c

浅
黄
橙
色

。
白
色

砂
粒

(小
。
中

)を

少
量

含
み
、

角
閃

石
(小

)を
微
量

含

む
。

焼
成

良
好

。

83
甕

口
 
径

 1
4,
7

(完
存

)

口
縁

部
一
櫛

描
直

線
文

7本
。

体

部
―
ハ

ケ
の
の

ち
、

ヘ
ラ

ミ
ガ

キ

ロ
縁
部

―
ヨ

コ
ナ
デ
。

体
部

一
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ
。

外 内

に
ぶ

い
橙

色
～
に
ぶ

い
裾

色
。

白
色
砂

粒
(小

。
中

。
大

)を
多

量
、

赤
色
砂

粒
(小

。
中

)・
雲

母
(小

。
中

)を

少
量

含
む

。

焼
成

良
好

。
日
縁
部

外
面

の
一

部
、

体
部

下
半
外

面
に
煤

が
付

着
。

84
甕

推
定

日
径

15
.4

頸
 

部
(1
/6
)

口
縁

部
―

ヨ
コ
ナ
デ

。
体
部

―
ハ

ケ
の
の

ち
、

櫛
描

波
状
文

3本
。

口
縁
部

―
ヨ
コ
ナ
デ
。

体
部

―
ヘ

ラ
ケ
ズ

リ
。

外 内

外
―
浅

黄
橙

色
～
に
ぶ

い
橙

色
。

内
・

断
―
灰

白
色

。
自
色
砂

粒
(小

)。
赤

色
砂
粒

(小
)を

多
量

、
雲

母
(小

)

を
少

量
含
む

。

焼
成

良
好

。
日
縁
部

・
体
部

外
面

に
煤

が

付
着

。

鉢
推

定
口
径 40

.0
(1
/6
)

外
 

口
縁

部
―

ヨ
コ
ナ

デ
。

体
部

―
ハ

ケ
。

内
 

口
縁

部
一
ハ

ケ
の

の
ち
、

ヨ
コ
ナ

デ
。

体
部

―
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ
の

の
ち

ハ
ケ

。

灰
白
色

ヽ
に
ぶ

い
黄
橙

色
。
生
駒

西
麓

白
色
砂

粒
(小

・
中

。
大

)を
ゃ

ゃ
多

量
含
み
、

雲
母

(小
。
中

)・
角

閃
石

(小
・

中
)を

少
量

含
む

。

焼
成

良
好

。
体
部
外

。
内
面

の
一

部
に
煤

が
付

着
。

86
鉢

?
推
定

口
径 46

.2
(1
/8
)

外 内

口
縁

部
―
ハ

ケ
の

の
ち
、

ヨ
コ

ナ

デ
。

体
部

―
ハ

ケ
の

の
ち
、

ナ
デ
。

日
縁

部
―

ヨ
コ
ナ

デ
。

体
部

―
ナ

デ
。

明
褐

色
。
生
駒

西
麓

。
白
色
砂

粒
(小

。
中

)を
や

や
多

量
合
み
、

雲
母

(小
。
中

)・
角

閃
石

(小
。
中

)を
少

量

含
む

。

焼
成
良
好
。

87
鉢

口
 
径

 1
5,
8

(完
存

)

外
 

口
縁

部
―
ヨ
コ
ナ
デ
.体

部
―
ヘ

ラ
ミ
ガ

キ
。

内
 

日
縁

部
…

ヨ
コ
ナ
デ
。

体
部

―
ヘ

ラ
ミ
ガ
キ
。

淡
橙

色
。

胎
土

精
良
。

白
色
砂

粒
(小

。
中

)を
少

量
含
む

。

焼
成

良
好

。

88
高
 

不
口

径
13
.0
(5
/6
)

外
 

ヘ
ラ

ミ
ガ

キ
。

内
 

ヘ
ラ

ミ
ガ

キ
の

の
ち

、
放

射
伏

ヘ

ラ
ミ
ガ

キ
。

橙
色

。
胎
土
精

良
。

白
色
砂

粒
(小

)

・
赤
色
砂

粒
(小

)・
雲

母
(小

)を

少
量

含
む

。

焼
成

良
好

。



― ミ ー

物 号
遺 番

器
 

種
法
量

(現
存

率
)

単
位

翻
成

形
・

調
整

色
調

・
胎

土
焼

成
・

備
考

89
高

杯
日

径
13
.0
(1
/2
)

外
 

ヘ
ラ

ミ
ガ

キ
。

内
 
不

部
―
ヘ

ラ
ミ
ガ
キ

の
の

ち
、

放

射
状
ヘ

ラ
ミ
ガ

キ
。

脚
部

―
ナ

デ
。

橙
色

。
胎
土
精

良
。

白
色
砂

粒
(小

・

中
)・

赤
色
砂

粒
(小

)・
雲

母
(小

)

を
少
量

含
む

。

焼
成

良
好

。

高
杯

口
径

17
.4
(完

存
)

器
高

9.
5

脚
底
径

11
.2

外
不

部
―
ハ

ケ
の

の
ち
、

ヨ
コ
ナ

デ
。

脚
部

―
ヨ

コ
ナ

デ
。

不
部

―
ヨ

コ
ナ

デ
.ナ

デ
。

脚
部

―
ナ

デ
。

内

浅
黄
橙

色
。

白
色
砂

粒
(小

。
中

)を
や

や
多

量
れ
雲

母
(小

。
中

)を
微
量

含
む

。

焼
成

良
好

。
脚
部

内
面

に
媒

が
付
着

。

高
 

不
脚

底
径

14
4(
1/
2)

外 内

ハ
ケ

。

ナ
デ

の
の

ち
、

ハ
ケ

。

外
・

内
―
に
ぶ

い
黄

橙
色
。

断
―
浅

黄

掻
色

。
白
色
砂

粒
(小

。
中

)を
多

量

赤
色
砂
粒

(小
・

中
)・

雲
母

(小
・

中
)を

少
量

含
む

。

焼
戌

良
好
。

小
型

丸
医

壷

推
定

口
径 10

.6
(1
/2
)

器
高

8.
0

外
 

ヘ
ラ

ミ
ガ

キ
。

内
 

口
縁

部
一
ヘ

ラ
ミ
ガ

キ
。

体
部

―

ヘ
ラ
ナ

デ
。

に
ぶ

い
黄

橙
色

。
胎
土
精

良
。

白
色

砂

粒
(小

。
中

)・
黒

色
砂

粒
(小

・
中

)

を
微
量

含
む

。

焼
成

良
好

。

小
型

丸
底

壼
口

径
11
.4
(4
/5
)

外
 

ヘ
ラ

ミ
ガ

キ
。

内
 

日
縁

部
―
ヘ

ラ
ミ
ガ

キ
。

体
部

―

ヘ
ラ
ナ

デ
。

に
ぶ

い
橙

色
。

胎
土
精

良
。

白
色

砂
粒

(小
)。

赤
色

砂
粒

(小
)・

雲
母

(小
)を

少
量

含
む

。

焼
成

良
好

。

小
型

丸
底

壷
Ю
ぉ
(4
/5
)

7.
3

径 高
日 器

外
 

国
縁

部
―
ヘ

ラ
ミ
ガ

キ
。

体
部

―

痺
タ
キ
の

の
ち
、

ヘ
ラ

ミ
ガ

キ
。

内
 

口
縁

部
―
ヘ

ラ
ミ
ガ

キ
。

体
部

―

ナ
デ
。

橙
色
。

胎
土
精

良
。

白
色
砂

粒
(小

・

中
)を

少
量

合
む

。

焼
成

良
好

。

器
 

台

日
径
 9
4

器
高

 8
,7
～

89
脚

底
径

11
.6

(ほ
ぼ
完
存

)

脚
部

に
4孔

。

外
 

ヘ
ラ

ミ
ガ

キ
。

内
 

受
部

―
ヘ

ラ
ミ
ガ
キ

の
の

ち
、
放

射
伏
ヘ

ラ
ミ
ガ
キ
。
脚

部
―
ハ

先

に
ぶ
い
掻

色
。

胎
土
精

良
。

自
色
砂

粒
(小

・
中

)・
赤

色
砂

粒
(小

)・
雲

母
(小

)を
少

量
含
む

。

焼
成

良
好

。



１ ‐ 　 『 ω 　 ｌ ‐

器
 

台
11
,2

径
口

(完
存

)

外
 

ヘ
ラ

ミ
ガ

キ
。

内
 

ヘ
ラ

ミ
ガ

キ
の

の
ち
、

放
射

快
ヘ

ラ
ミ
ガ

キ
。

橙
色
。

胎
土
精

良
。

自
色
砂

粒
(小

・

中
)・

赤
色
砂

粒
(小

。
中

)を
多
量

含
み
、

雲
母

(小
)を

少
量

含
む

。

焼
成

良
好
。

壷
推

定
口
径 23

6(
1/
5)

外
 

国
頸

部
―
ハ

ケ
の

の
ち
、

ヨ
ヨ

ナ

ア
。

内
 

口
頸

部
―

ヨ
コ
ナ

デ
。
体

部
―
ナ

ア
。

に
ぶ

い
橙
色

。
白
色
砂

粒
(小

。
中

)

を
多

量
含
み
、

雲
母

(小
。
中

)を
少

量
合
む

。

焼
成

良
好

。
口
縁
部

内
面
・

体
部

内
面

に

媒
が
付

着
。

98
壷

口
径

1
94
(1
/2
)

外
 

ハ
ケ

の
の

ち
、

ヨ
コ
ナ

デ
。

内
 

ヨ
コ
ナ
デ
。

灰
白
色
。

白
色
砂

粒
(小

。
中

。
大

)

を
少
量

含
み
、

雲
母

(小
)を

微
量

含

芝 `。

焼
成

良
好

。

董
推
定

日
径 16

2(
1/
3)

ハ
ケ

の
の

ち
、

ヨ
コ

ナ
デ

。

ヨ
ヨ

ナ
デ

。

外 内

褐
色

。
生
駒

西
麓

。
白
色
砂

粒
(小

・

中
)を

や
や

多
量

含
み
、

角
閃
石

(小
。
中

)・
雲

母
(小

・
中

)を
少

量
含

む
。

焼
成

良
好

。

10
0

甕
17
.0
(5
/6
)

2
3,
1

径 高

口 器

外
 

国
縁

部
―

ヨ
コ
ナ

デ
。

体
部

―
タ

タ
キ
(6
本

/翻
)の

の
ち
、

ハ

ケ
。

内
 

口
縁

部
―

ヨ
コ

ナ
デ

。
体
部

―
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ
。

灰
黄
褐
色

。
生

駒
西
麓

。
白
色
砂

粒

(小
。
中

)・
角

閃
石

(小
・

中
)・

雲
母

(小
。
中

)を
や

や
多

量
含
む

。

焼
成

良
好
。

口
縁
部

～
体
部

外
面

。
体
部

下
半

内
面

に
媒

が
付

着
。

甕
推

定
口
径 1
5,
2(
1/
4)

外
 

口
縁

部
―

ヨ
コ
ナ

デ
。

体
部

―
タ

タ
キ
(5
本

/翻
)の

の
ち
、

ハ

ケ
。

内
 

口
縁

部
一

ヨ
コ

ナ
デ

。
体

部
―
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ
。

裾
色
。

生
駒

西
麓

。
白
色
砂

粒
(小

・

中
)・

角
閃

石
(小

・
中

)・
雲

母

(小
。
中

)を
や

や
多
量

含
む

。

焼
成

良
好

。
体
部
外

面
に
煤

が
付
着

。

10
2

甕
口

径
16
.4
(1
/2
)

外
 

口
縁

部
―

ヨ
コ
ナ
デ
。

体
部

―
タ

タ
キ
(6
本

/翻
)。

内
 

口
縁

部
―
ヨ
コ
ナ
デ
。

体
部

―
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ
。

明
裾
色

。
生
駒

西
麓

。
白
色
砂

粒
(小

・
中

)を
や

や
多

量
含
み
、

角
閃

石

(小
。
中

)・
雲

母
(小

。
中

)を
少

量
含
む

。

焼
成

良
好

。

10
3

甕
推

定
口
径 16

2(
1/
4)

外
 

口
縁

部
―

ヨ
コ
ナ

デ
。

体
部

―
か

タ
キ

(5
本

/m
)。

内
 

口
縁

部
―

ヨ
コ
ナ

デ
。

体
部

―
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ
。

に
ぶ

い
黄
裾
色

。
生
駒

西
麓

。
白
色
砂

粒
(小

。
中

)・
角

閃
石

(小
。
中

)

を
や
や

多
量

含
み

、
雲

母
(小

。
中

)

を
少

量
含
む

。

焼
成

良
好

。



Ｉ Ｉ 　 『 ヽ 　 ‐ ―

物 号
遺 番

器
 

種
法
量

(現
存

率
)

単
位

翻
成

形
・

調
整

色
調

・
胎

土
焼

成
。
備

考

10
4

甕
推
定

口
径 14

.6
(1
/4
)

外
 

口
縁

部
―

ヨ
コ
ナ

デ
。

体
部

―
タ

タ
キ
(6
本

/働
)の

の
ち
、

ハ

ケ
。

内
 

口
縁

部
―
ハ

ケ
の

の
ち
、

ヨ
ヨ
ナ

デ
。

体
部

―
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ
。

灰
黄
色

。
生
駒

西
麓

。
白
色
砂

粒
(小

。
中

)・
角

閃
石

(小
。
中

)・
雲

母

(小
。
中

)を
少

量
含
む

。

焼
成

良
好

。

10
5

甕
推
定

口
径 16

6(
1/
4)

外
 

口
縁

部
―

ヨ
コ
ナ

デ
。

体
部

―
タ

タ
キ
(6
本

/翻
)。

内
 

口
縁

部
―

ヨ
コ
ナ
デ
。

体
部

―
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ
。

黒
褐

色
。
生
駒

西
麓

。
自
色
砂

粒
(小

。
中

)。
角

閃
石

(小
・

中
)・

雲
母

(小
・

中
)を

少
量

含
む

。

焼
成

良
好

。

甕
推

定
口
径 15

。
2(
1/
4)

外
 

日
縁

部
―

ヨ
コ
ナ

デ
。

体
部

―
タ

タ
キ
(6
本

/翻
)。

内
 

口
縁

部
―

ヨ
コ
ナ

デ
。

体
部

―
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ
。

裾
色

。
生
駒

西
麓

。
自
色

砂
粒

(小
・

中
)・

角
閃

石
(小

。
中

)・
雲

母

(小
。
中

)を
ゃ

ゃ
多
量

含
む

。

焼
成

良
好

。

甕
推
定

口
径 10

.4
(1
/4
)

外
 

口
縁

部
―

ヨ
コ
ナ

デ
。

体
部

―
ハ

ケ
。

内
 

口
縁

部
―

ヨ
コ
ナ

デ
。

体
部

―
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ
。

掻
色

。
白
色
砂

粒
(小

。
中

)
・

茶
色

砂
粒

(小
・

中
)・

雲
母

(小
。
中

)

を
少
量

含
む

。

焼
成

良
好

。

10
8

甕
推

定
口
径 15

.0
(1
/4
)

外
 

口
縁

部
―
ヨ
コ
ナ
デ
。

体
部

―
ハ

ケ
。

内
 

口
縁

部
―

ヨ
コ
ナ
デ
。

体
部

一
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ
。

外
・

断
―
灰

白
色
。

内
一
明
褐

灰
色

。

白
色
砂

粒
(小

。
中 ・

大
)。

茶
色
砂

粒
(小

。
中

)・
黒

色
砂

粒
(小

。 中
)

を
や
や

多
量

含
む

。

焼
成

良
好

。

10
9

高
不

口
 
径

 1
2.
7

(ほ
ぼ

完
存

)

外
 

ヘ
ラ

ミ
ガ

キ
。

内
 

磨
耗

の
た

め
調

整
不

明
。

に
ぶ

い
橙

。
胎

土
精

良
。

白
色
砂

粒

(小
。
中

。
大

)を
少

量
含
む

。

焼
成

良
好

。

高
不

口
径
 9
,4
(1
/2
)

外
 
受

部
―
ヨ

コ
ナ

デ
。

脚
部

―
ナ

デ
。

内
 

受
部

―
ヨ
コ
ナ

デ
。

脚
部

―
シ
ボ

リ
メ
、

ナ
デ

。

掻
色
。

自
色
砂

粒
(小

。
中

)
を

少
量

含
む
。

焼
成

良
好

。



― ぎ ―

一 貿
口

径
20
6(
1/
2)

外
 

国
頸

部
―
ハ

ケ
の

の
ち
、

ヨ
コ
ナ

デ
。

体
部

一
ハ

ケ
。

内
 

口
頸

部
一
ハ

ケ
の

の
ち

、
ヨ

コ
ナ

デ
。

体
部

―
ハ

ケ
。

浅
黄
橙

色
。

白
色
砂

粒
(小

,中
・
大

)

を
や

や
多
量

含
み
、

灰
色

砂
粒

(小
。

中
・

大
)・

茶
色

砂
粒

(小
。 中

・
大

)

を
少
量

含
む

。

焼
成

良
好

。
体
部
下

半
外

面
・

体
部
下

半

内
面

の
一
部

に
煤

が

付
着

。

壷
口

径
19
.0
(完

存
)

口
頸

部
―
ハ

ケ
の
の

ち
、

ヨ
コ
ナ

デ
。

体
部

―
ハ

ケ
。

口
頸

部
―
ヨ
ヨ
ナ
デ
。

体
部

―
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ
。

外 内

に
が
い

黄
怪

色
。
生
駒

西
麓

。
自
色

砂

粒
(小

。
中

。
大

)・
角

閃
石

(小
。

中
)。

雲
母

(小
。
中

)を
多
量

含
む

。

焼
成

良
好

。
体
部

上

半
外
面

に
黒
斑

。

一 質
推

定
口
径 21

.6
(1
/3
)

外
 

ハ
ケ

の
の

ち
、

ヨ
コ
ナ

デ
。

内
 

ハ
ケ
の

の
ち
、

ヨ
コ
ナ
デ
。

明
褐

灰
色
。

白
色

砂
粒

(小
。
中

)・

赤
色
砂

粒
(小

。
中

)・
雲

母
(小

)

を
少

量
含
む

。

焼
成

良
好

。

甕
径 高

口 器

11
.8
(完

存
)

12
1

外
 

国
縁

部
―

ヨ
コ
ナ

デ
。

体
部

―
タ

タ
キ
(2
本

/翻
)

内
 

口
縁

部
―
ヨ
コ
ナ

デ
。

体
部

―
ナ

デ
。

灰
白
色
。

白
色
砂

粒
(小

。
中

)・
雲

母
(小

)を
少

量
含
み
、

角
閃

石
(小

)

を
徴

量
含
む

。

焼
成

良
好

。

甕
推

定
口
径

13
.2

体
部

(1
/4
)

外
 

国
縁

部
―

ヨ
コ
ナ

デ
。

体
部

―
タ

タ
キ
(3
本

/翻
)。

内
 

口
縁

部
―

ヨ
コ
ナ

デ
。

体
郡

―
ナ

儀と
塑 戻
習奮 『

旨乙
線 経
ぞ乃
、守
亭

。 大
)・
茶色
砂 粒

(小
。 中
・
大

)

ゑ ζ
象宮
霧 癌
↑ふ
中 串
守 実
号毎
寡

量含
む 。

焼
成

良
好

。
体
部
下

半
外

面
に
煤

が
付

着
。

甕
推

定
口
径

15
,2

頸
部

(完
存

)

外
 

日
縁

部
―

ヨ
コ
ナ

デ
。

体
部

―
タ

タ
キ
(4
本

/翻
)の

の
ち
、

ハ

ケ
。

内
 

口
縁
部

―
ヨ

コ
ナ
デ

。
体
部

―
ナ

灰
黄
裾
色
。
黒

色
砂

粒
(小

。 中
。 大

)

を
や

や
多

量
含
み
、

茶
色
砂

粒
(小

・

中
)を

少
量

含
む

。

焼
成

良
好

。
体

部
下

半
外
面

に
煤

が
付

着
。

11
7

甕
径 一 局

口 器

17
.8
(2
/3
)

23
.4

外
 

口
縁

部
―

ヨ
ヨ
ナ

デ
。

体
部

―
タ

タ
キ
(5
本

/翻
)の

の
ち

、
ハ

ケ
。

内
 

口
縁

部
―

ヨ
コ
ナ

デ
。

体
部

―
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ
。

灰
黄
禍

色
。
生

駒
西
麓

。
白
色
砂

粒

(小
。
中

)・
雲

母
(小

・
中

)。
角

閃
石

(小
。
中

)を
少

量
含
む

。

焼
成

良
好
。

口
縁
部

～
体
部

外
面
・

区
部

内
面

に
煤

が
付

着
。

11
8

甕
日

紀
琶
 1
8,
8

(ほ
ぼ
完
存

)

外 内

口
縁

部
―

ヨ
コ
ナ

デ
。

体
部

―
タ

タ
キ
(6
本

/印
)の

の
ち

、
ハ

ケ
。

日
縁

部
―
ハ

ケ
の

の
ち

、
ヨ

コ
ナ

デ
。

体
部

―
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ
。

に
ぶ

い
裾

色
。

生
駒

西
麓

。
白
色
砂

粒

(小
。
中

。
大

)を
や
や

多
量

含
み
、

雲
母

(小
。
中

)・
角

閃
石

(4
ヽ
。 中

)

を
少
量

含
む
。

焼
成

良
好

。
体
部
下

半
外
面

。
体
部

内
面

に
煤

が
付

着
。
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物 号
遺 番

器
 

種
法

量
(現

存
率

)

単
位

翻
成

形
・

調
整

色
調

・
胎

上
焼

成
。

備
考

奏
徊
& 
16
.6 (完

存
)

口

外
 

口
縁

部
―

ヨ
コ
ナ

デ
。

体
部

―
タ

タ
キ
(7
本

/効
)の

の
ち
、

ハ

ケ
。

内
 

口
縁

部
―
ハ

ケ
の

の
ち

、
ヨ

コ
ナ

デ
。

体
部

―
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ
。

灰
黄

褐
色

。
生
駒

西
麓

。
白
色
砂

粒
(小

。
中

。
大

)を
や

や
多

量
少

み
、

角
閃

石
(小

)・
雲

母
(小

)を
少

量

含
む
。

焼
成

良
好

。
日
縁
部

・
体
部
下

半
外

面
に

媒
が
付

着
。

甕
日

雀
: 
18
.8 (完

存
)

外
 

日
縁

部
―

ヨ
コ

ナ
デ

。
体

部
―

タ
芽

キ
(6
本

/効
)の

Qち
、

ハ

ケ
。

内
 

口
縁

部
―

ヨ
コ

ナ
デ

。
体

部
―
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ
。

に
ボ
い
裾
色
。
生
駒
西
麓

。
白
色
砂
粒

(小
。
中
・

大
)・

雲
母

(小
・

中
)

・
角
閃
石

(小
・

中
)を

ゃ
ゃ
多
量

合
む
。

焼
成

良
好

。
体
部
下

半
外
面

の
一

部
に
媒

が
付
着

。

甕

口
径

 1
4.
5 (完

存
)

器
高

1鋭
3

外
 

口
縁

部
―

ヨ
コ
ナ

デ
。

体
部

―
タ

タ
キ
(6
本

/翻
)の

の
ち

、
ハ

ケ
。

内
 

口
縁

部
―

ヨ
コ
ナ

デ
。

体
部

―
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ
。

灰
黄
褐
色

。
生
駒

西
麓

。
白
色
砂

粒

(小
・

中
)・

雲
母

(小
。
中

)・
角

閃
石

(小
。
中

)を
や
や

多
量

含
む

。

焼
成

良
好

。
日
縁

部

～
体
部

外
面

。
体
部

内
面

に
煤

が
付
着

。

甕

径
13
.6

(ほ
ぼ
完

存
)

高
15
.3

回 器

外
 

口
縁

部
―

ヨ
コ
ナ

デ
。

体
部

―
タ

タ
キ
(7
本

/翻
)の

の
ち

、
ハ

ケ
。

内
 

口
縁

部
―

ヨ
コ
ナ

デ
。

体
部

―
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ
。

灰
白
色
。

生
駒

西
麓

。
白
色
砂

粒
(小

。
中

)・
雲

母
(小

。
中

)。
角

閃
石

(小
。
中

)を
少

量
含
む

。

焼
成

良
好

。
日
縁
部

外
面

。
体
部

外
面
・

体
部

内
面

に
煤

が
付

着
。

甕
口

径
11
6

(ほ
ぼ

完
存

)

外
 

国
縁

部
―

ヨ
コ

ナ
デ

。
体

部
―
タ

タ
キ
(5
本

/翻
)の

の
ち

、
ハ

ケ
。

内
 

口
縁

部
―
ハ

ケ
の

の
ち

、
ヨ

コ
ナ

デ
。

体
部

一
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ
。

灰
白
色
。

生
胸

西
麓

。
白
色
砂

粒
(小

。
中

)・
角

閃
石

(小
。
中

)・
雲

母

(小
。
中

)を
少

量
含
む

。

焼
成

良
好
。

体
部
外

面
に
黒

班
。

甕
口

径
17
.0
(1
/2
)

外
 

日
縁

部
―

ヨ
コ

ナ
デ

。
体
部

と
タ

タ
キ
(6
本

/飩
)の

の
ち
、

ハ

ケ
。

内
 

日
縁

部
―

ヨ
コ

ナ
デ

。
体

部
一
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ
。

外
―
に
ボ

い
褐

色
。

内
・

断
―
に
ぶ

い

橙
色

。
白
色
砂

粒
(小

。
中
・

大
)を

や
や
多

量
含
み
、
雲

母
(小

。
中

)。

角
閃

石
(小

。
中

)を
少
量

含
む

。

焼
成

良
好

。
口
縁
部

～
体
部

外
面

に
煤

が

付
着

。

12
5

甕
推

定
口
径 15

4(
1/
5)

外
 

口
縁

部
―

ヨ
コ

ナ
デ

。
体

部
―

か
タ

キ
(7
本

/翻
)の

の
ち
、

ハ

ケ
。

内
 

口
縁

部
―

ヨ
コ
ナ

デ
。

体
部

―
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ
。

に
ぶ

い
褐

色
。

生
駒

西
麓

。
自
色

砂
粒

(小
・

中
。
大

)を
ゃ
ゃ

多
量

含
み
、

角
閃
石

(小
。
中

)・
雲

母
(
小

。 中
)

を
少
量

含
む

。

焼
成

良
好

。
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12
6

甕
推

定
口
径 14

.4
(1
/4
)

外
 

口
縁

部
―
ヨ
コ
ナ

デ
。

体
部

―
タ

タ
キ
(7
本

/翻
)。

内
 

口
縁

部
―
ヨ
コ
ナ

デ
。

体
部

―
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ
。

に
ぶ
い
禍
色
。
生
駒

西
麓

。
自
色
砂
粒

(小
。
中

。
大

)を
や
や
多
量
含
み
、

角
閃
石

(小
。
中

)・
雲

母
(小

。 中
)

を
少
量

含
む
。

焼
成

良
好

。

12
7

甕
口

径
13
6(
2/
3)

外
 

国
縁

部
―

ヨ
コ
ナ

デ
。

体
部

―
タ

タ
キ
(5
本

/翻
)の

の
ち

、
ハ

ケ
。

内
 

口
縁

部
―

ヨ
コ
ナ

デ
。

体
部

―
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ
。

外
―
に
ぶ

い
黄

掻
色

。
内

。
断

―
灰
色

生
駒

西
麓

。
白
色
砂

粒
(小

。
中

。
大

)

・
角
閃

石
(小

)・
雲

母
(小

)を
多

量
に
含
む

。

焼
成

良
好

。
口
縁

部

～
体
部
外

面
に
煤

が

付
着

。

12
8

甕
径

1
50 (完

存
)

日

外
 

日
縁

部
…

ヨ
コ
ナ

デ
。

体
部

―
タ

タ
キ
(5
本

/翻
)の

の
ち
、

ハ

ケ
。

内
 

口
縁

部
―

ヨ
コ
ナ

デ
。

体
部

―
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ
。

灰
自
色

。
白
色

砂
粒

(小
。
中

)・
茶

色
砂

粒
(小

。
中

)を
多
量

に
含
み
、

赤
色
砂

粒
(小

・
中

)を
少

量
含
む

。

焼
成

良
好

。

12
9

奏
口

径
15
.6
(7
/8
)

外
 

国
縁

部
―

ヨ
コ
ナ

デ
。

体
部

―
ハ

ケ
。

内
 

口
縁

部
―

ヨ
コ
ナ

デ
。

体
部

―
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ
。

外
・

内
―
に
ポ

い
黄
橙

色
。

断
―
褐

灰

色
。

白
色

砂
粒

(小
・

中
)・

茶
色
砂

粒
(小

。
中

)・
雲

母
(小

)を
多
量

に
含
む

。

焼
成

良
好
。

口
縁

部
～

体
部

外
面

に
煤

が

付
着

。

13
0

甕
推

定
口
径 18

4(
1/
4)

外
 

口
縁
部

―
ヨ
コ
ナ

デ
。

体
部

―
ハ

ケ
。

内
 

口
縁

部
―

ヨ
ヨ
ナ

デ
。

体
部

―
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ
。

灰
白
色
。

白
色
砂
粒

(小
・

中
)を

少

量
含
む
。

焼
成

良
好
。

口
縁

部

～
体
部

外
面

に
煤

が

付
着

。

甕
口

径
15
.6
(3
/4
)

外
 

口
縁

部
―

ヨ
コ
ナ

デ
。

体
部

―
ハ

ケ
。

内
 

口
縁

部
―

ヨ
コ
ナ

デ
。

体
部

―
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ
。

医
部

―
ユ

ビ
オ

サ
エ

。

外
。
内

―
浅

黄
橙

色
ヽ
淡

赤
橙

色
。

一
浅

黄
橙

色
。

白
色
砂

粒
(小

。
中

大
)。

赤
色
砂

粒
(小

・
中

。
大

)

雲
母

(小
・

中
)を

多
量

合
む

。

断
焼
成

良
好
。

体
部

外

面
に
煤

が
付

着
c

13
2

奏

推
定

口
径

15
.0

頸
蔀

 (
1/
2)

器
高

24
.8

外
 

国
縁

部
―

ヨ
コ
ナ

デ
。

体
部

―
ハ

ケ
。

内
 

口
縁

部
―

ヨ
コ

ナ
デ

。
体
部

―
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ
。

底
部

―
ユ

ビ
オ

サ
エ

の
の

ち
、

ヘ
ラ
ケ

ズ
リ
。

餅
二
霧

戻
琶

戸
旨

呂
あ

経
ぞ

打ヽ
奪
子

。 .

大
)・

赤
色
砂

粒
(小

。
中

。
大

)を
多
量

に
含
み
、

雲
母

(小
。
中

)を
少

量
含
む

。

焼
成

良
好

。
口
縁

部
ヽ

体
部

上
半
外

面
・

体
部

下
半

内
面

に
煤

が
付

着
。

13
3

甕

推
定

口
径 14

,0
(1
/4
)

器
高

23
.4

外
 

国
縁

部
…
櫛

描
直

線
文

10
本

。
体
部

―
ハ

ケ
の
の

ち
、

ヘ
ラ

ミ
ガ

キ
。

内
 

口
縁

部
―
ヨ
コ
ナ
デ
。

体
部

―
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ
。

浅
黄
橙

色
。

白
色

砂
粒

(小
。
中

。
大

)

・
茶

色
砂

粒
(小

。
中

)を
多
量

含
み
、

雲
母

(小
。
中

)を
少

量
含
む

。

焼
成

良
好

。
体
部
下

半
外

面
。
体
部

下
半

内
面

の
一

部
に
燥

が

付
着

。
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物 号
遺 番

器
 

種
法

量
(現

存
率

)

単
位

翻
成

形
。

調
整

色
調

・
胎

土
焼

成
。
備

考

13
4

高
 

郷

杯
部

口
径 22

.2
(薪

)

不
部

高
7.
4

器
 

高
16
.2
ヽ

16
.5

脚
底
径

17
.3

脚
部

に
4孔

。

外
 

ヘ
ラ

ミ
ガ

キ
。

内
 

不
部

―
ヘ

ラ
ミ
ガ

キ
。
脚
部

―
シ

ボ
リ
メ
、

ナ
デ
。

外
―
橙
色

。
内
・

断
―
に

に
ぶ

い
橿
色

c

胎
土
精

良
。
自
色

砂
粒

(小
。
中

。
大

)

を
多

量
含
み
.赤

色
砂

粒
(小

)・
雲

母
(小

)を
少
量

含
む

。

焼
成

良
好

。
不

部
外

面
。
脚
裾

部
の
一

部
に
煤

が
付
着

。

器
 

台

受
部

口
径 10

.4
(錆

)

器
高

9.
3

脚
底

径
■

.6

脚
部

に
4孔

。

外
 
ヘ

ラ
ナ

デ
の
の

ち
、

ヘ
ラ

ミ
ガ
キ
。

内
 

受
部

―
放

射
伏
ヘ

ラ
ミ
ガ

キ
。

脚

部
―
ナ

デ
。

淡
掻
色
。
胎
土
精

良
。

白
色
砂
粒

(小
。
中

)を
微
量

含
む

。

焼
成

良
好

。

器
 

台

受
部

口
径

凱
4(
4/
5)

器
高

7,
7

脚
底
径

12
.4

脚
部

に
4孔

。

外
 
ヘ

ラ
ミ
ガ

キ
。

内
 

受
部

一
放

射
状
ヘ

ラ
ミ
ガ
キ
。

橙
色

。
胎
土
精

良
。

白
色

砂
粒

(小
・

中
。
大

)・
雲

母
(小

)。
赤
色
砂
粒

(小
)を

少
量

含
む

。

焼
成

良
好

。

器
 

台
受

部
口
径 1
0.
0(
第

)

外
 

ヘ
ラ

ミ
ガ

キ
。

内
 

ヘ
ラ

ミ
ガ

キ
の

の
ち
、

放
射

状
ヘ

ラ
ミ
ガ
キ
。

橙
色

。
胎
土
精

良
。

白
色
砂

粒
(小

)

。
赤
色
砂

粒
(小

)・
雲

母
(小

)を

少
量

含
む

。

焼
成

良
好

。

小
型

丸
底
芝

口
径

10
.4
(1
/2
)

外
 

ハ
ケ

の
の

ち
、

ヘ
ラ

ミ
ガ

キ
。

内
 

口
縁

部
―
ヘ

ラ
ミ
ガ

キ
。

体
部

―

ナ
デ

。

淡
黄

色
。

胎
土

砂
粒

。
自
色

砂
粒

(小
。
申

)・
茶

色
砂
粒

(小
。
中

)を
微

量
含
む

。

焼
成

良
好

。
外
面

の

一
部

に
赤

色
顔

料
付

着
。

13
9

甕
推
定

口
径 1
44
(1
/4
)

外
 

ヨ
コ
ナ

デ
。

内
 

日
縁

部
―
ハ

ケ
の

の
ち

、
ヨ

ヨ
ナ

デ
。

体
部

―
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ
。

灰
黄
褐

色
。

白
色

砂
粒

(小
。
中

)を

ゃ
ゃ

多
量

合
み

、
角

閃
石

(小
。
中

)

。
雲

母
(小

。
中

)を
少

量
含
む

。

焼
成

良
好

。

14
0

甕
推

定
口
径 14

.4
(1
/4
)

外
 

口
縁

部
―

ヨ
ヨ
ナ

デ
。

体
部

―
タ

タ
キ
(7
本

/翻
)。

内
 

口
縁

部
―

ヨ
コ
ナ

デ
。

体
部

―
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ
。

灰
黄
褐
色

。
生

駒
西
麓

。
白
色
砂
粒

(小
。
中

)を
や

や
多
量

含
み
、

角
閃

石
(小

。
中

)。
雲

母
(小

。
中

)を

少
量

含
む

。

焼
成

良
好

。
外
・

内

面
に
煤

が
付

着
。
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14
1

甕
推

定
口
径 13

.0
(1
/5
)

外
 

口
縁

部
―

ヨ
コ
ナ
デ
。

体
部

―
ハ

ケ
。

内
 

口
縁

部
―
ヨ
コ
ナ

デ
。

体
部

―
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ
。

灰
黄
色

。
白
色

砂
粒

(小
・

中
)を

少

量
含
み

、
雲

母
(小

)を
徴

量
含
む

。

焼
成

良
好

。

14
2

甕
推
定

口
径 11

.4
(1
/4
)

外 　 内

口
縁
部

一
櫛
描
直

線
文

6本
。

日
24
i部

―
ヨ
コ
ナ
デ
。

に
ぶ
い
掻
色
。

白
色
砂
粒

(小
。
中

)

を
や
や
多
量
含
む
。

焼
成

良
好

。

14
3

小
型

丸
医

壷
推

定
口
径 12

.6
(1
/3
)

外 　 内

ヨ
コ
ナ

デ
。

ヨ
ヨ
ナ

デ
。

に
ぶ
い

掻
色

。
胎
土

精
良
。

白
色
砂

粒

(小
。
中

)を
少

量
含
む

。

焼
成

良
好

。

14
4

甕
推
定

口
径 16

.4
(1
/5
)

外
 

ヨ
コ
ナ

デ
。

内
 

口
縁

部
―
ハ

ケ
の

の
ち

、
ヨ

コ
ナ

デ
。

体
部

―
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ
。

灰
黄

裾
色
。
生

駒
西
麓

。
白
色
砂

粒

(小
。
中

)・
雲

母
(小

。
中

)・
角

閃
石

(小
。
中

)を
少

量
含
む

。

焼
成

良
好

。
口
縁

部

～
体

部
外

面
に
燥

が

付
着

。

14
5

貢
推
定

口
径 26

.6
(1
/4
)

外
 

ハ
ケ

の
の

ち
、

ヨ
コ
ナ

デ
。

内
 

ヨ
コ
ナ

デ
。

外
。
内

一
浅

黄
橙
色
。
断

―
黒
色
。

白

色
砂
粒

(小
。
中

)を
多
量

含
み
、
雲

母
(小

。
中

)・
白
色
砂
粒

(小
。 中

)

を
少
量
含
む
。

焼
成

良
好

。

14
6

菟
推

定
口
径 13

0(
1/
8)

外
 

口
縁

部
―

ヨ
コ
ナ
デ
。

体
部

―
ハ

ケ
の

の
ち
、

ナ
デ
。

内
 

口
縁
部

―
ヨ
コ
ナ

デ
。

体
部

―
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ
。

灰
白

色
。

白
色

砂
粒

(小
・

中
・

大
)

・
茶

色
砂
粒

(小
。
中

)・
雲

母
(小

。
中

)を
少

量
含
む

。

焼
成

良
好

。

壺
推

定
口
径 16

.6
(1
/8
)

外
 

ハ
ケ

の
の

ち
、

ヨ
コ
ナ

デ
。

内
 

ハ
ケ

の
の

ち
、

ヨ
コ
ナ

デ
。

外
。
内

一
灰

白
色

。
断

―
黒
色
。
灰
色

砂
粒

(小
。
中

。
大

)を
歩
量
含
む

。

焼
成

良
好

。

14
8

甕
推

定
口
径 16

.6
(1
/5
)

外
 

口
縁

部
―

ヨ
ヨ
ナ

デ
。

体
部

―
タ

タ
キ
(6
本

/翻
)。

内
 

口
縁
部

―
ヨ
ヨ
ナ

デ
。

体
部

―
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ
。

灰
白
色

。
生

駒
西
麓

。
白
色

砂
粒

(小

・
中

)・
雲

母
(小

)・
角

閃
石

C/
Jヽ

)

を
少

量
含
む

。

焼
成

良
好

。



物 号
遺 番

器
 

種
法

量
(現

存
率

)

単
位

翻
成

形
。

調
整

色
調

。
胎

土
焼

成
・

備
考

14
9

甕
口

径
18
.0
(1
/2
)

外
 

国
縁

部
…

ヨ
コ
ナ

デ
。

体
部

―
タ

タ
キ
(7
本

/帥
)の

の
ち
、

ハ

ケ
。

内
 

口
縁

部
―

ヨ
コ
ナ

デ
。

体
部

―
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ
。

に
ぶ

い
黄
褐
色
。
生
駒

西
麓

。
自
色
砂

粒
(小

。
中

。
大

)。
雲

母
(小

。
中

。
大

)・
角
閃
石

(小
。
中

)を
少
量

含
む
。

焼
成

良
好

。
体
部
下

半
外
・

内
面

に
煤
が

付
着

。

15
0

甕

推
定

口
径 16

.0
(1
/6
)

外
 

口
縁

部
―

ヨ
コ
ナ

デ
。

体
部

―
ハ

ケ
。

内
 

口
縁

部
―

ヨ
コ
ナ

デ
。

体
部

―
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ
。

灰
白
色

。
自
色
砂

粒
(小

。
中

)を
少

量
含
む

。

焼
成

良
好

。
体
部

外
面

に
媒

が
付

着
。

15
1

甕
推
定

口
径 15

.4
(1
/5
)

外
 

口
縁

部
―

ヨ
コ
ナ

デ
。

体
部

一
ハ

ケ
。

内
 

口
縁

部
―

ヨ
ヨ

ナ
デ

。
体

部
―
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ
。

灰
白
色
。

自
色

砂
粒

(小
。
中

)・
灰

色
砂
粒

(小
。
中

)・
雲

母
(小

)を

少
量

含
む

。

焼
成

良
好

。
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9.矢作遺跡 (87-262)の 調査

調 査 地  八尾市高美町 3丁 目42-1、 43、 44-1、 44-4

調査期間  昭和 62年 9月 25日 ～ 29日

1.調査概要

本調査はレストラン建築に伴って実施した発掘調査である。本調査地の南側隣接地では昭和

61年度に Cの 八尾市文化財調査研究会が税務署建築に伴い発掘調査を実施しており、弥生時代

後期・古墳時代後期 :平安時代～鎌倉時代の遺構・ 遺物が検出されている(註1)。 】ヒ側に隣接

する本調査地もこのような遺跡の状況が連続するものと考えられるが、周囲の水田面と比べか

なりの高低差が認められることか ら、本調査地では盛土が厚く存在しており、建物基礎は盛土

内におさまるものと考えられた。このため本調査地では浄化槽設置部分のみを対象に発掘調査

を実施した。発掘調査は厚く存在する盛土等を機械掘削したのち、人力掘削によって行った。

土層の堆積は第49図のとおりである。まず盛土が約 lmの厚さで存在しており、その下には

旧耕上である青灰色細砂混じり粘上がみられ、以下、第 3層淡灰青色砂質上、中世の遺物包含

層である第 4層灰茶色細砂混じり粘質土 。第 4層暗灰茶色細砂混じり粘質上、弥生時代後期～

□

第 47図 調査地周辺図 (1/5000)

-81-
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第 9表 本調査地周辺の既応の調査一覧表

古墳時代の遺物包含層である第 5層灰褐色粘質土・ 第 6層黄禍色粘質上、第 7層暗灰裾色粘質

土、第 8層黄裾色粘質土がみられる。その下層には遺物を含まない第 9層青灰色粘土、第10層

黄褐色礫 混 り組砂が続き、河川であったことがうかがわれる。弥生時代後期の遺構は第 9層

青灰色粘土上面で検出された。

弥生時代後期の遺構は小穴が 1個 (SPl)検 出されたのみである。小穴 (SP)1は平面形楕

円形を塁し、長径 50翻、短径 25切、深さ 15翻を測る。底面直上から銘卓)が 口縁部を上に向

けた状態で出上した。 1の 胎土はいわゆる生駒西麓のものではなく在地のものである。第V様

式終末のものであろう。

また、第 5層～第 8層出土土器は脚付重 (2)。 甕 (3～ 9)・ 高不 (10)がみられる。3・ 7はい

わゆる生駒西麓の胎土をもつ。甕 (3～9)はいずれも体部上半に最大径をもち、器壁も4～ 5

翻と厚く、タタキの幅も3～ 4本 /翻と太いことから、第V様式終末のものであると思われる。

10は高不で不部は椀形を呈す。胎土は比較的大きな砂粒をかなり含んでおり、精良ではない。

番号 調 査 地 調査主体 調査期間 調査原因
主な検出遺構・
出 土 遺 物

文    献

1

八尾市中田 1丁 目 中田遺跡調査
センター

昭和47年～
40年

区画整理事業 弥生土器 (後期 )・

古墳時代前ヽ中期土

壇・柱穴・井戸・堰

中世掘立柱穴・ 井戸
・ 濤・瓦集積

中田遺跡調査センター「 中田

遺跡 」中田遺跡調査報告 I

(1974)、 八尾市教育委員会
「 中田遺跡 」中田遺跡調査報
告Ⅱ(1975)

八尾市青山町
4丁 目

の 八尾市文

化財調査研究

会

昭和57年～
6奈

区画整理事業 弥生土器 (中期 )。

弥生時代後期土坑・

古墳時代前期上坑・

落ち込み 。小穴・ 濤

奈良時代井戸 。平安

時代井戸 。土坑・小

穴 。自然河川

⑫ 八尾市文化財調査研究会

「小阪合遺跡 」昭和57年度第
1次調査報告書 (1987)、

GIJ八尾市文化財調査研究会
「小阪合遺跡 」昭和584度第
2茨調査、第 3次調査報告書

(1987)

八尾市高美町
3-64-1

八尾市教育委

員会

昭和61年 3・

4月
共同住宅建築 弥生時代後期滞・古

墳時代前期濤・古墳
時代後期掘立柱建物
中世索堀り濤

八尾市教育委員会「八尾市内

遺跡昭和61年度発掘調査報告

書Ⅱ」(1987)

八尾市高美町
3-46-1

⑫ 八尾市文

化財調査研究

会

昭和61年 12月

～昭和62年3

月

税務署建築 弥生時代後期濤・ 古

墳時代後期濤 。平安
時代ヽ鎌倉時代井戸
・掘立柱建物・土坑

・池状遺跡・溝

⑩ 八尾市文化財調査研究会

「昭和62年度事業概要報告 」

(1988)

八尾市高美町
4-141

ω 八尾市文

化財調査研究

会

昭和62年 10月
｀■月

事務所建築 弥生土器 (後期 )。

古墳時代初頭上坑・

古墳時代後期濤・ 小
穴・奈良時代河川

未 報 告

八尾市南本町
6-10

八尾市教育委

員会

昭和62年 6月

昭和63年 1月

神社・社務

所建て替え

中世瓦集積 本報告P12

-82-
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2。 ま と め

本調査地では方生時代後期末

の遺構 。遺物を検出することが

できた。本調査地の南側隣接地

では弥生時代後期の濤が検出さ

れている。また、本調査地の東

側では Cめ 八尾市文化財調査研

究会が区画整理事業に伴って継

続的に小阪合遺跡の発掘:調査を

実施しており、弥生時代後期末

以降の遺構 。遺物が検出されて

しるこう らヽ、弥生時代後期末以降

この辺リー帯に遺跡が広がづa、

たことがうかがわれる。また、本

調査地では土層の堆積状況から

弥生時代後期末以前は河川であ

ったことが確認されたが、この河川は周辺の調査地 (第47図 )では 1・ 204・ 5の調査地で

も検出されている。しかし、本調査地の西方 150mの 3の調査地では河川は検出されていない

ことから、この河川の幅は約 250mで あった ことが うかがわれ る。また,こ の河川の東

岸付近に作られた堰が 1の調査地で検出されている (註 2)。 以上のことから、本調査地付近

ToP.9,Clll m

第 48図 調査区位置図 (歩硫0)

盛  土

青灰色細砂混り粘土 (旧耕地 )

淡灰青色砂質土

灰茶色納砂混り粘質± 1中世遺物

暗灰茶色細砂混り粘質土∫包含層

１

２

３

４

４

５

６

７

８

９

・０

麗棗亀雹辱書土

|ぞ延

期

青灰色粘土

黄禍色礫混 り粗砂

ｍ
‐一中一

南壁土層断面図 (1/80)

―- 83 -―

第 40図



ｐ

ｓＰ．

土器 3  
土器 6

0               100確

第 51図 小穴 CSP)1
出土土器 (1/4)

では弥生時代後期末以前は河川の氾灘

原 であり、この河川の一部には堰が設

置 され 、利用 され てい油 .`河川の

廃絶後.弥 生時代徴朗 末以降人間の

生活域となっていったものと思われる。

鰻 村)

註

　

上

0       1m

―

第 50図 調査区平面図

(1/80)

の 八尾市文化財調査研究会「 昭和6二年度事業概要報

告 」(1987)

2.中田遺跡調査センター「 中田遺跡 」中田遺跡調査報告

E(1974)

―… 84 -



宏

0            10切

第 52図  第5層 ～第 8層出土土器 (1/4)

―- 85 -―
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第
10
表
 
矢
作
遺

跡
(8
7-
26
2)
出

土
遺

物
観

察
表

遺
物

番
号

器
 

種
法
量

(現
存

率
)

単
位

翻
成

形
・

調
整

色
調

井
静

土
焼

成
・

備
考

1
鉢

口
径

8.
4

(ほ
ぼ
完

存
)

外 　 内

ナ
デ

。

ナ
デ

。

浅
黄
橙
色
。

自
色
砂
粒

(小
。
中

)を

少
量

含
む
。

焼
成

良
好

。

台
付
吏

推
定

口
径

9.
6(
1/
6)

外 　 内

ヘ
ラ

ミ
ガ

キ
。

ナ
デ

。

外
・

断
―
茶

褐
色

。
内

一
浅

黄
橙
色

.

白
色
砂

粒
(小

。
中

)を
ゃ

ゃ
多
量

、

灰
色
砂

粒
(小

。
中

)を
少
量

含
む

。

焼
成

良
好

。

3
甕

推
定

口
径 14

.4
(1
/4
)

外
口
縁
部

―
ヨ
コ
ナ
デ
。

体
部

―
タ

タ
キ

の
の

ち
、

一
部

ナ
デ
。

ヨ
コ
ナ

デ
。

内

褐
色

。
自
色
砂

粒
(小

。
中
・

大
)を

や
や

多
量

、
角

閃
石

(小
。
中

)、
雲

母
(小

)を
微

量
含
む

。

焼
成

良
好

。

4
甕

推
定

口
径 19

。
2(
1/
2)

外 　 内

ヨ
コ
ナ

デ
。

ヨ
コ
ナ

デ
。

暗
裾
色
.生

駒
西
麓

。
自
色
砂
粒

(小
。
中

)を
や
や
多
量
、
角
閃
石

(小
・

中
)、

雲
母

(小
。
中

)を
少
量

含
む

c

焼
成

良
好

。

奏
推
定

口
径 1
7.
4(
1/
3)

外
 

国
縁
部

―
ヨ
コ
ナ
デ
。

体
部

―
タ

タ
キ
。

内
 

口
縁

部
―
ヨ
コ
ナ
デ
。

体
部

―
ナ

デ
。

褐
色
。

白
色

砂
粒

(小
。
中

)を
少

量
、

雲
母

(小
)、

角
閃

石
(小

)
を

微
量

含
む

。

焼
成

良
好

。

甕
推
定

口
径 1
4.
0(
1/
5)

外
口
縁

部
―

ヨ
コ
ナ
デ
.体

部
主
タ

タ
キ
の

の
ち
、
一

部
ナ
デ
。

口
縁
部

―
ヨ
ヨ
ナ

デ
。

体
部

―
ナ

デ
。

内

浅
黄
橙

色
。

自
色
砂

粒
(小

。
中

。
大

)

を
や
や

多
量

含
む

。

焼
成

良
好

。

甕
底

部
 5
.2
(1
/2
)

外
 

体
部

―
タ

タ
キ
.医

部
―
ナ

デ
。

内
 

ナ
デ
。

暗
褐

色
。
生
駒

西
麓

。
白
色
砂

粒
(小

。
中
・

大
)を

や
や

多
量

含
み
、

雲
母

(小
。
中

)・
角

閃
石

(小
。
中

)を

少
量

含
む

。

焼
成

良
好

。



8
甕

底
径

4.
4 (完

存
)

外
 

体
部

―
タ

タ
キ

。
医

部
一
ナ

デ
。

内
 

ナ
デ

。

褐
色

。
自
色
砂

粒
(小

・
中
・

大
)を

少
量

含
む

。

焼
成

良
好

。

9
甕

底
径

4.
8 (完

存
)

外
 

体
部

―
タ

タ
キ
。

底
部

一
ナ

デ
。

内
 

ナ
デ
。

外
・

断
―
に
ぶ

い
黄
怪

色
。

内
一
黒

色

自
色

砂
粒

(小
。
中
・

大
)を

多
量

含

み
、

雲
母

(小
`中

)を
徴
量

含
む

。

焼
成

良
好

。

高
 

不
不

部
体

部
(完

存
)

外 　 内

ヘ
ラ

ミ
ガ

キ
。

ヘ
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10。 太子堂遺跡 (87-152)の 調査

調 査 地  八尾市太子堂 2丁 目35-2

調査期間  昭和 62年 10月 21日

1.調査概要

本調査は共同住宅建築に偽 Ц躾婉 し越 構確認調査である。調査地の東方 400mの 地点では共

同住宅建築に伴って発掘調査を実施しており、中世の濤、奈良時代の井戸・ 柱穴・落ち込み、

古墳時代の遺物包合層が検出されている (註 1)。 また.調査地の西方 300mの 地点では社員

寮建設に伴って発掘調査が実施されており、平安時代末以前に埋没したと思われる河川と平安

時代末～鎌倉時代の井戸・ 土坑・濤 。小穴群が検出されている.(註 2)。 本調査地では建物部

分内に南・ 北 2ケ所の試掘坑を設定し(第 54図 )、 機械及び人力掘削によって深さ3mまで調

査を行った。

本調査地の南・北両グリッドの上層の堆積状況は第55図のとおりである。現地表下 70～ 80

働の深さまで盛土が存在し、その下層には第 2層青灰色粘質土 (旧耕土 )、 第 3層暗灰色粘土、

釉
北グリ ッド

南グリッド

O      lo m

第 54図  調蔭区位置図
(1夕/400)

第 53図 調査地周辺図(1/5000)
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北グリッド西壁土層断面

1
/
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ヒ_7 /
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現地表― 現地表―
繭グリッド北西壁土層断面

ユ

/

4

5

7/

１

２

３

４

盛  土

青灰色粘質土

暗灰色粘土

灰色粘土

５

６

７

８

黄禍色粘±     0   1m
灰禍色粘土      ~
暗オリーブ灰色粘土

暗灰色砂礫

第 55図 土層断面図 (歩而 )

第 4層灰色粘土、第 5層黄褐色粘上が続く。その下層には第 6層灰褐色粘上が北 トレンチにの

み存在し、第 7層暗オリーブ灰色粘上、第 8層暗灰色砂礫が堆積する。遺物はいずれの層から

も出上しなかった。

2。 ま と め    '

本調査地では現地表より3m下には砂礫層が存在し、その上層は粘上の堆積が続いており、

遺構・遺物は検出されなかった。本調査地の南西 200～ ∞Omの地点には旧奈良街道が走り、

この街道に面して旧集落が形成されている。この旧奈良街道は昭和 58・ 59年度に旬)八尾市

文化財調査研究会 。八尾市教育委員会が行った発掘調査によって平安時代末以前に埋没した河

川が形成した自然堤防上を走るものであることがわかった。本調査地付近は地主の方のお話で

は宅地造成以前は沼であったということで、試掘調査の結果でも盛上下 2mま では粘上の堆積

が続いており、その状況が確認された。

これらのことから、本調査地付近は奈良街道の下を流れていた河川の形成する自然堤防から

は大きく離れ、その背景に存在する後背湿地であったものと思われる。(嶋村)

註

1.ω 八尾市文化財調査研究会「昭和58年度事業概要報告 」(1984)
2.の 八尾市文化財調査研究会「昭和58年度事業概要報告 」(1984)

八尾市教育委員会「八尾市内遺跡昭和59年度発掘調査報告善 」(1985)
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